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(57)【要約】
【課題】ユーザの電源オン操作等にあわせて、ユーザへ
情報コンテンツを提示する機会を適度に確保する。
【解決手段】テレビジョン装置１０の電源オン操作が行
われると、テレビジョン装置１０は電源オフ通知をＨＤ
Ｄレコーダ２０に出力する。ＨＤＤレコーダ２０は電源
オン通知を取得したときの状況がコンテツンツの出力条
件に合致するか否かを判断し、合致したと判断した場合
、ＨＤＤレコーダ２０に応じた表示ソースに切り替えさ
せる切替制御信号、及びコンテンツをテレビジョン装置
１０に出力する。その結果、テレビジョン装置１０には
出力条件に合致したときにＨＤＤレコーダ２０が出力し
たコンテンツが表示されことになり、電源オン操作に伴
って闇雲にコンテンツが表示される事態は生じない。
【選択図】図１



(2) JP 2016-100856 A 2016.5.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示ソースからのコンテンツを表示する表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースと
して接続されたコンテンツ表示システムにおいて、
　前記表示装置は、
　電源オン操作を受け付けた場合、電源オン操作の有った旨を通知する電源オン通知を前
記コンテンツ出力装置へ出力する手段を備え、
　前記コンテンツ出力装置は、
　前記表示装置から出力された電源オン通知を取得した場合、電源オン通知を取得したと
きの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断する手段と、
　出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを前記表示装置へ出力する手段と
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力されたコンテンツを取得した場合、取得したコンテン
ツに応じた表示を行う手段を備えることを特徴とするコンテンツ表示システム。
【請求項２】
　表示ソースからのコンテンツを表示する表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースと
して接続されたコンテンツ表示システムにおいて、
　前記コンテンツ出力装置は、
　電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが
出力対象として存在するか否かを判断する手段と、
　前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を
含むコンテンツを前記表示装置へ出力する手段と
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力された前記受付部を含むコンテンツを取得した場合、
前記受付部を含むコンテンツに応じた表示を行う手段を備えることを特徴とするコンテン
ツ表示システム。
【請求項３】
　前記表示装置は、複数の表示ソースの切替が可能であり、
　前記コンテンツ出力装置は、
　前記表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号を
、コンテンツの出力にあわせて前記表示装置へ出力する手段を備え、
　前記表示装置は、
　前記コンテンツ出力装置から出力された切替制御信号を取得した場合、表示ソースを前
記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替える処理を行う手段を備える請求項１
又は請求項２に記載のコンテンツ表示システム。
【請求項４】
　前記表示装置は、
　複数の表示ソースの切替が可能であり、
　表示ソースを切り替えるソース切替操作を受け付けた場合、表示ソースをソース切替操
作に応じた表示ソースに切り替えると共に、ソース切替通知を前記コンテンツ出力装置へ
出力する手段を備え、
　前記コンテンツ出力装置は、
　前記表示装置から出力されたソース切替通知を取得した場合、前記表示装置の表示ソー
スを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを前記表示
装置へ出力する手段と
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力された切替制御信号、及びコンテンツを取得した場合
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、表示ソースを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えて、取得したコン
テンツに応じた表示を行う手段を備える請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載のコ
ンテンツ表示システム。
【請求項５】
　複数の表示ソースの切替が可能であると共に、表示ソースからのコンテンツを表示する
表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとして接続されたコンテンツ表示システムに
おいて、
　前記表示装置は、
　表示ソースを切り替えるソース切替操作を受け付けた場合、表示ソースをソース切替操
作に応じた表示ソースに切り替えると共に、ソース切替通知を前記コンテンツ出力装置へ
出力する手段を備え、
　前記コンテンツ出力装置は、
　前記表示装置から出力されたソース切替通知を取得した場合、前記表示装置の表示ソー
スを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを前記表示
装置へ出力する手段と
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力された切替制御信号、及びコンテンツを取得した場合
、表示ソースを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えて、取得したコン
テンツに応じた表示を行う手段を備えることを特徴とするコンテンツ表示システム。
【請求項６】
　表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとして接続してあるコンテンツ表示システ
ムでコンテンツの表示を行うコンテンツ表示方法において、
　前記表示装置は、
　電源オン操作を受け付けた場合、電源オン操作の有った旨を通知する電源オン通知を前
記コンテンツ出力装置へ出力するステップを備え、
　前記コンテンツ出力装置は、
　前記表示装置から出力された電源オン通知を取得した場合、電源オン通知を取得したと
きの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断するステップと、
　出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを前記表示装置へ出力するステップと
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力されたコンテンツを取得した場合、取得したコンテン
ツに応じた表示を行うステップを備えることを特徴とするコンテンツ表示方法。
【請求項７】
　表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとして接続してあるコンテンツ表示システ
ムでコンテンツの表示を行うコンテンツ表示方法において、
　前記コンテンツ出力装置は、
　電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが
出力対象として存在するか否かを判断するステップと、
　前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を
含むコンテンツを前記表示装置へ出力するステップと
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力された前記受付部を含むコンテンツを取得した場合、
前記受付部を含むコンテンツに応じた表示を行うステップを備えることを特徴とするコン
テンツ表示方法。
【請求項８】
　複数の表示ソースの切替が可能な表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとして接
続してあるコンテンツ表示システムでコンテンツの表示を行うコンテンツ表示方法におい
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て、
　前記表示装置は、
　表示ソースを切り替えるソース切替操作を受け付けた場合、表示ソースをソース切替操
作に応じた表示ソースに切り替えると共に、ソース切替通知を前記コンテンツ出力装置へ
出力するステップを備え、
　前記コンテンツ出力装置は、
　前記表示装置から出力されたソース切替通知を取得した場合、前記表示装置の表示ソー
スを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを前記表示
装置へ出力するステップと
　を備え、
　前記表示装置は更に、
　前記コンテンツ出力装置から出力された切替制御信号、及びコンテンツを取得した場合
、表示ソースを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えて、取得したコン
テンツに応じた表示を行うステップを備えることを特徴とするコンテンツ表示方法。
【請求項９】
　表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして
接続可能なコンテンツ出力装置において、
　外部の表示装置から出力された電源オンの通知を取得した場合、電源オンの通知を取得
したときの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断する判断手段と、
　出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを外部の表示装置へ出力する手段と
　を備えることを特徴とするコンテンツ出力装置。
【請求項１０】
　表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして
接続可能なコンテンツ出力装置において、
　電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが
出力対象として存在するか否かを判断する手段と、
　前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を
含むコンテンツを外部の表示装置へ出力する手段と
　を備えることを特徴とするコンテンツ出力装置。
【請求項１１】
　外部の表示装置は、複数の表示ソースの切替が可能であり、
　外部の表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号
を、コンテンツの出力にあわせて外部の表示装置へ出力する手段を備える請求項９又は請
求項１０に記載のコンテンツ出力装置。
【請求項１２】
　外部の表示装置は、複数の表示ソースの切替が可能であり、
　外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、外部の表示装置の表
示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを外
部の表示装置へ出力する手段と
　を備える請求項９乃至請求項１１のいずれか１項に記載のコンテンツ出力装置。
【請求項１３】
　複数の表示ソースの切替が可能であると共に、表示ソースからのコンテンツに応じた表
示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして接続可能なコンテンツ出力装置において、
　外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、外部の表示装置の表
示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを外
部の表示装置へ出力する手段と
　を備えることを特徴とするコンテンツ出力装置。
【請求項１４】
　外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、ソース切替の通知を
取得したときの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断する判断手段を備え
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、
　出力条件に合致すると判断した場合、前記切替制御信号及びコンテンツを外部の表示装
置へ出力するようにしてある請求項１２又は請求項１３に記載のコンテンツ出力装置。
【請求項１５】
　前記コンテンツは、特定の事項に対してユーザが確認したことに応じたユーザ操作の受
付が可能な確認受付部を含み、
　前記確認受付部を含むコンテンツの出力に応じて、前記確認受付部でユーザ操作を受け
付けた旨を示す通知を外部の表示装置から取得した場合、外部の表示装置から出力された
通知を取得しても、前記判断手段は判断を行わないようにしてある請求項９又は請求項１
４に記載のコンテンツ出力装置。
【請求項１６】
　前記コンテンツは、特定の事項に対してユーザが確認を保留することに応じたユーザ操
作の受付が可能な保留受付部を含み、
　前記保留受付部を含むコンテンツの出力に応じて、前記保留受付部でユーザ操作を受け
付けた旨を示す通知を外部の表示装置から取得した場合、外部の表示装置から出力された
通知を取得しても、所定の時間、前記判断手段は判断を行わないようにしてある請求項９
、請求項１４、又は請求項１５のいずれか１項に記載のコンテンツ出力装置。
【請求項１７】
　前記判断手段は、通知を取得したときの時間が特定の時間帯に属すれば、前記出力条件
に合致すると判断する請求項９、請求項１４乃至請求項１６のいずれか１項に記載のコン
テンツ出力装置。
【請求項１８】
　コンテンツを外部の表示装置へ出力した回数をカウントする手段を備え、
　前記判断手段は、通知を取得したときのカウント回数が基準回数に達しなければ、前記
出力条件に合致すると判断する請求項９、請求項１４乃至請求項１７のいずれか１項に記
載のコンテンツ出力装置。
【請求項１９】
　前記コンテンツは、ユーザへの質問を含み、
　質問に対するユーザの回答を示す通知を外部の表示装置から取得した場合、外部の表示
装置から出力された通知を取得しても、前記判断手段は判断を行わないようにしてある請
求項９、請求項１４乃至請求項１８のいずれか１項に記載のコンテンツ出力装置。
【請求項２０】
　前記判断手段は、外部の表示装置から出力された通知を取得したときに、ユーザ操作の
受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すれば、前記出力条件に合致
すると判断しており、
　前記判断手段が前記出力条件に合致すると判断した場合、前記受付部を含むコンテンツ
を出力するようにしてある請求項９、請求項１４乃至請求項１９のいずれか１項に記載の
コンテンツ出力装置。
【請求項２１】
　表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして
接続可能なコンテンツ出力装置がコンテンツを出力するコンテンツ出力方法において、
　前記コンテンツ出力装置は、
　外部の表示装置から出力された電源オンの通知を取得した場合、電源オンの通知を取得
したときの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断するステップと、
　出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを外部の表示装置へ出力するステップ
と
　を備えることを特徴とするコンテンツ出力方法。
【請求項２２】
　表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして
接続可能なコンテンツ出力装置がコンテンツを出力するコンテンツ出力方法において、
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　前記コンテンツ出力装置は、
　電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが
出力対象として存在するか否かを判断するステップと、
　前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を
含むコンテンツを外部の表示装置へ出力するステップと
　を備えることを特徴とするコンテンツ出力方法。
【請求項２３】
　複数の表示ソースの切替が可能であると共に、表示ソースからのコンテンツに応じた表
示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして接続可能なコンテンツ出力装置がコンテン
ツを出力するコンテンツ出力方法において、
　前記コンテンツ出力装置は、
　外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、外部の表示装置の表
示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを外
部の表示装置へ出力するステップを備えることを特徴とするコンテンツ出力方法。
【請求項２４】
　表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置へ表示ソースとして接
続可能なコンピュータにコンテンツを出力する処理を行わせるためのコンピュータプログ
ラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　外部の表示装置から出力された電源オンの通知を取得した場合、電源オンの通知を取得
したときの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断するステップと、
　出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを外部の表示装置へ出力するステップ
と
　を実行させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項２５】
　表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置へ表示ソースとして接
続可能なコンピュータにコンテンツを出力する処理を行わせるためのコンピュータプログ
ラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが
出力対象として存在するか否かを判断するステップと、
　前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を
含むコンテンツを外部の表示装置へ出力するステップと
　を実行させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　複数の表示ソースの切替が可能であると共に、表示ソースからのコンテンツに応じた表
示を行う外部の表示装置へ表示ソースとして接続可能なコンピュータにコンテンツを出力
する処理を行わせるためのコンピュータプログラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、外部の表示装置の表
示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを外
部の表示装置へ出力するステップを実行させることを特徴とするコンピュータプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザによる電源オン操作又はソース切替操作に伴って、情報（コンテンツ
）をユーザに提示できるようにしたコンテンツ表示システム、コンテンツ表示方法、コン
テンツ出力装置、コンテンツ出力方法、及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、テレビジョン装置のような表示装置は外部機器接続用の接続部（接続端子等）を
具備しており、この接続部に外部装置を接続することで、外部装置が出力する様々なコン
テンツ（情報）を表示できるようにしている。外部装置の例としては、録画及び再生の両
方の機能を具備する録画再生装置（例えばＢＤレコーダ、ＤＶＤレコーダ、ＨＤＤレコー
ダ等）、再生機能のみを有する再生装置（例えば、ＤＶＤプレーヤ等）、ケーブルテレビ
用装置（例えば、ＣＡＴＶ用セットトップボックス等）、ネットワーク用装置（例えば、
ネットワーク用セットトップボックス等）などがある。
【０００３】
　なお、下記の特許文献１では、テレビ放送受信装置（コンテンツ出力装置に相当）とテ
レビ受像機（表示装置に相当）が接続されたシステムで、テレビ放送受信装置に対してユ
ーザによる電源オン操作が所定の時間帯で行われると、テレビ放送に代わって、一定の時
間（例えば、５秒）だけ特定番組のチャンネルをテレビ受像機で表示させる内容が説明さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１４２５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　テレビジョン装置のような表示装置は、情報コンテンツを視覚的にユーザへ伝えること
ができるため、ユーザの日常的な生活に深く関わっており、そのテレビジョン装置で個々
のユーザに関連する各種情報コンテンツを提示できるようにすれば、ユーザの日常生活の
様々な事柄に役立てられることが想定できる。しかし、このようなコンテンツの提示は、
何をトリガーにして、どのような状況で行うかは、実際問題として難しいものがある。す
なわち、闇雲にコンテンツをユーザに提示しても、提示する状況が、そのときのユーザの
実情にマッチしなければ、提示したコンテンツが有効に活用されないという問題があり、
また、電源オンなどのユーザ操作に連動して頻繁にコンテンツを提示しても、ユーザの視
聴したい内容を妨げることになり、ユーザの使い勝手を悪化させる等の問題も生じる。
【０００６】
　一方、ユーザに必要なコンテンツ（情報）を提示したとしても、テレビジョン装置のよ
うな表示装置の表示ソースを切り替える操作をユーザが行って、別の表示ソースに応じた
コンテンツ（例えば、テレビジョン放送番組の画像等）が表示されると、折角、提示した
コンテンツ（情報）をユーザへ伝える機会を失するという問題もある。
【０００７】
　本発明は、闇雲にコンテンツを提示するのではなく、所定の条件に合致する場合だけ、
ユーザの電源オン操作に伴ってコンテンツを提示するようにしたコンテンツ表示システム
、コンテンツ表示方法、コンテンツ出力装置、コンテンツ出力方法、及びコンピュータプ
ログラムを提供することを目的とする。
　また、本発明は、表示ソースの切替操作が行われることで、コンテンツの提示の機会を
失すると、強制的に表示ソースを元に戻して再度、コンテンツを提示できるようにしたコ
ンテンツ表示システム、コンテンツ表示方法、コンテンツ出力装置、コンテンツ出力方法
、及びコンピュータプログラムを提供することを目的とする。
　さらに、本発明は、所定の条件に合致すれば、自由にユーザが表示ソースを切り替えら
れるようにしたコンテンツ表示システム、コンテンツ表示方法、コンテンツ出力装置、コ
ンテンツ出力方法、及びコンピュータプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために本発明に係るコンテンツ表示システムは、表示ソースからの
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コンテンツを表示する表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとして接続されたコン
テンツ表示システムにおいて、前記表示装置は、電源オン操作を受け付けた場合、電源オ
ン操作の有った旨を通知する電源オン通知を前記コンテンツ出力装置へ出力する手段を備
え、前記コンテンツ出力装置は、前記表示装置から出力された電源オン通知を取得した場
合、電源オン通知を取得したときの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断
する手段と、出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを前記表示装置へ出力する
手段とを備え、前記表示装置は更に、前記コンテンツ出力装置から出力されたコンテンツ
を取得した場合、取得したコンテンツに応じた表示を行う手段を備えることを特徴とする
。
【０００９】
　本発明に係るコンテンツ表示システムは、表示ソースからのコンテンツを表示する表示
装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとして接続されたコンテンツ表示システムにおい
て、前記コンテンツ出力装置は、電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可
能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在するか否かを判断する手段と、前記受
付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を含むコン
テンツを前記表示装置へ出力する手段とを備え、前記表示装置は更に、前記コンテンツ出
力装置から出力された前記受付部を含むコンテンツを取得した場合、前記受付部を含むコ
ンテンツに応じた表示を行う手段を備えることを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係るコンテンツ表示システムは、前記表示装置が、複数の表示ソースの切替が
可能であり、前記コンテンツ出力装置は、前記表示装置の表示ソースを自身に応じた表示
ソースに切り替えさせる切替制御信号を、コンテンツの出力にあわせて前記表示装置へ出
力する手段を備え、前記表示装置は、前記コンテンツ出力装置から出力された切替制御信
号を取得した場合、表示ソースを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替え
る処理を行う手段を備えることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係るコンテンツ表示システムは、前記表示装置が、複数の表示ソースの切替が
可能であり、表示ソースを切り替えるソース切替操作を受け付けた場合、表示ソースをソ
ース切替操作に応じた表示ソースに切り替えると共に、ソース切替通知を前記コンテンツ
出力装置へ出力する手段を備え、前記コンテンツ出力装置は、前記表示装置から出力され
たソース切替通知を取得した場合、前記表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソース
に切り替えさせる切替制御信号、及びコンテンツを前記表示装置へ出力する手段とを備え
、前記表示装置は更に、前記コンテンツ出力装置から出力された切替制御信号、及びコン
テンツを取得した場合、表示ソースを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り
替えて、取得したコンテンツに応じた表示を行う手段を備えることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係るコンテンツ表示システムは、複数の表示ソースの切替が可能であると共に
、表示ソースからのコンテンツを表示する表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースと
して接続されたコンテンツ表示システムにおいて、前記表示装置は、表示ソースを切り替
えるソース切替操作を受け付けた場合、表示ソースをソース切替操作に応じた表示ソース
に切り替えると共に、ソース切替通知を前記コンテンツ出力装置へ出力する手段を備え、
前記コンテンツ出力装置は、前記表示装置から出力されたソース切替通知を取得した場合
、前記表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、
及びコンテンツを前記表示装置へ出力する手段とを備え、前記表示装置は更に、前記コン
テンツ出力装置から出力された切替制御信号、及びコンテンツを取得した場合、表示ソー
スを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えて、取得したコンテンツに応
じた表示を行う手段を備えることを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係るコンテンツ表示方法は、表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとし
て接続してあるコンテンツ表示システムでコンテンツの表示を行うコンテンツ表示方法に
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おいて、前記表示装置は、電源オン操作を受け付けた場合、電源オン操作の有った旨を通
知する電源オン通知を前記コンテンツ出力装置へ出力するステップを備え、前記コンテン
ツ出力装置は、前記表示装置から出力された電源オン通知を取得した場合、電源オン通知
を取得したときの状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断するステップと、
出力条件に合致すると判断した場合、コンテンツを前記表示装置へ出力するステップとを
備え、前記表示装置は更に、前記コンテンツ出力装置から出力されたコンテンツを取得し
た場合、取得したコンテンツに応じた表示を行うステップを備えることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係るコンテンツ表示方法は、表示装置にコンテンツ出力装置が表示ソースとし
て接続してあるコンテンツ表示システムでコンテンツの表示を行うコンテンツ表示方法に
おいて、前記コンテンツ出力装置は、電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付
が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在するか否かを判断するステップと
、前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判断した場合、前記受付部を
含むコンテンツを前記表示装置へ出力するステップとを備え、前記表示装置は更に、前記
コンテンツ出力装置から出力された前記受付部を含むコンテンツを取得した場合、前記受
付部を含むコンテンツに応じた表示を行うステップを備えることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係るコンテンツ表示方法は、複数の表示ソースの切替が可能な表示装置にコン
テンツ出力装置が表示ソースとして接続してあるコンテンツ表示システムでコンテンツの
表示を行うコンテンツ表示方法において、前記表示装置は、表示ソースを切り替えるソー
ス切替操作を受け付けた場合、表示ソースをソース切替操作に応じた表示ソースに切り替
えると共に、ソース切替通知を前記コンテンツ出力装置へ出力するステップを備え、前記
コンテンツ出力装置は、前記表示装置から出力されたソース切替通知を取得した場合、前
記表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及び
コンテンツを前記表示装置へ出力するステップとを備え、前記表示装置は更に、前記コン
テンツ出力装置から出力された切替制御信号、及びコンテンツを取得した場合、表示ソー
スを前記コンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えて、取得したコンテンツに応
じた表示を行うステップを備えることを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う
外部の表示装置に、表示ソースとして接続可能なコンテンツ出力装置において、外部の表
示装置から出力された電源オンの通知を取得した場合、電源オンの通知を取得したときの
状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断する判断手段と、出力条件に合致す
ると判断した場合、コンテンツを外部の表示装置へ出力する手段とを備えることを特徴と
する。
【００１７】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う
外部の表示装置に、表示ソースとして接続可能なコンテンツ出力装置において、電源オン
操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象と
して存在するか否かを判断する手段と、前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存
在すると判断した場合、前記受付部を含むコンテンツを外部の表示装置へ出力する手段と
を備えることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、外部の表示装置が、複数の表示ソースの切替が可
能であり、外部の表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替
制御信号を、コンテンツの出力にあわせて外部の表示装置へ出力する手段を備えることを
特徴とする。
【００１９】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、外部の表示装置が、複数の表示ソースの切替が可
能であり、外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、外部の表示
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装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及びコンテ
ンツを外部の表示装置へ出力する手段とを備えることを特徴とする。
【００２０】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、複数の表示ソースの切替が可能であると共に、表
示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして接続
可能なコンテンツ出力装置において、外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を
取得した場合、外部の表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる
切替制御信号、及びコンテンツを外部の表示装置へ出力する手段とを備えることを特徴と
する。
【００２１】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、外部の表示装置から出力されたソース切替の通知
を取得した場合、ソース切替の通知を取得したときの状況がコンテンツの出力条件に合致
するか否かを判断する判断手段を備え、出力条件に合致すると判断した場合、前記切替制
御信号及びコンテンツを外部の表示装置へ出力するようにしてあることを特徴とする。
【００２２】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、前記コンテンツが、特定の事項に対してユーザが
確認したことに応じたユーザ操作の受付が可能な確認受付部を含み、前記確認受付部を含
むコンテンツの出力に応じて、前記確認受付部でユーザ操作を受け付けた旨を示す通知を
外部の表示装置から取得した場合、外部の表示装置から出力された通知を取得しても、前
記判断手段は判断を行わないようにしてあることを特徴とする。
【００２３】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、前記コンテンツが、特定の事項に対してユーザが
確認を保留することに応じたユーザ操作の受付が可能な保留受付部を含み、前記保留受付
部を含むコンテンツの出力に応じて、前記保留受付部でユーザ操作を受け付けた旨を示す
通知を外部の表示装置から取得した場合、外部の表示装置から出力された通知を取得して
も、所定の時間、前記判断手段は判断を行わないようにしてあることを特徴とする。
【００２４】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、前記判断手段が、通知を取得したときの時間が特
定の時間帯に属すれば、前記出力条件に合致すると判断することを特徴とする。
　また、本発明に係るコンテンツ出力装置は、コンテンツを外部の表示装置へ出力した回
数をカウントする手段を備え、前記判断手段は、通知を取得したときのカウント回数が基
準回数に達しなければ、前記出力条件に合致すると判断することを特徴とする。
【００２５】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、前記コンテンツが、ユーザへの質問を含み、質問
に対するユーザの回答を示す通知を外部の表示装置から取得した場合、外部の表示装置か
ら出力された通知を取得しても、前記判断手段は判断を行わないようにしてあることを特
徴とする。
【００２６】
　本発明に係るコンテンツ出力装置は、前記判断手段が、外部の表示装置から出力された
通知を取得したときに、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象と
して存在すれば、前記出力条件に合致すると判断しており、前記判断手段が前記出力条件
に合致すると判断した場合、前記受付部を含むコンテンツを出力するようにしてあること
を特徴とする。
【００２７】
　本発明に係るコンテンツ出力方法は、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う
外部の表示装置に、表示ソースとして接続可能なコンテンツ出力装置がコンテンツを出力
するコンテンツ出力方法において、前記コンテンツ出力装置は、外部の表示装置から出力
された電源オンの通知を取得した場合、電源オンの通知を取得したときの状況がコンテン
ツの出力条件に合致するか否かを判断するステップと、出力条件に合致すると判断した場
合、コンテンツを外部の表示装置へ出力するステップとを備えることを特徴とする。
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【００２８】
　本発明に係るコンテンツ出力方法は、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う
外部の表示装置に、表示ソースとして接続可能なコンテンツ出力装置がコンテンツを出力
するコンテンツ出力方法において、前記コンテンツ出力装置は、電源オン操作を受け付け
た場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在するか
否かを判断するステップと、前記受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すると判
断した場合、前記受付部を含むコンテンツを外部の表示装置へ出力するステップとを備え
ることを特徴とする。
【００２９】
　本発明に係るコンテンツ出力方法は複数の表示ソースの切替が可能であると共に、表示
ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置に、表示ソースとして接続可
能なコンテンツ出力装置がコンテンツを出力するコンテンツ出力方法において、前記コン
テンツ出力装置は、外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を取得した場合、外
部の表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号、及
びコンテンツを外部の表示装置へ出力するステップを備えることを特徴とする。
【００３０】
　本発明に係るコンピュータプログラムは、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を
行う外部の表示装置へ表示ソースとして接続可能なコンピュータにコンテンツを出力する
処理を行わせるためのコンピュータプログラムにおいて、前記コンピュータに、外部の表
示装置から出力された電源オンの通知を取得した場合、電源オンの通知を取得したときの
状況がコンテンツの出力条件に合致するか否かを判断するステップと、出力条件に合致す
ると判断した場合、コンテンツを外部の表示装置へ出力するステップとを実行させること
を特徴とする。
【００３１】
　本発明に係るコンピュータプログラムは、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を
行う外部の表示装置へ表示ソースとして接続可能なコンピュータにコンテンツを出力する
処理を行わせるためのコンピュータプログラムにおいて、前記コンピュータに、電源オン
操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象と
して存在するか否かを判断するステップと、前記受付部を含むコンテンツが出力対象とし
て存在すると判断した場合、前記受付部を含むコンテンツを外部の表示装置へ出力するス
テップとを実行させることを特徴とする。
【００３２】
　本発明に係るコンピュータプログラムは、複数の表示ソースの切替が可能であると共に
、表示ソースからのコンテンツに応じた表示を行う外部の表示装置へ表示ソースとして接
続可能なコンピュータにコンテンツを出力する処理を行わせるためのコンピュータプログ
ラムにおいて、前記コンピュータに、外部の表示装置から出力されたソース切替の通知を
取得した場合、外部の表示装置の表示ソースを自身に応じた表示ソースに切り替えさせる
切替制御信号、及びコンテンツを外部の表示装置へ出力するステップを実行させることを
特徴とする。
【００３３】
　本発明にあっては、表示装置に対してユーザが電源オン操作を行うと、コンテンツ出力
装置は、表示装置からの電源オン通知を取得した状況がコンテンツの出力条件に合致する
か否かを判断し、出力条件に合致した場合に、コンテンツを表示装置へ出力するので、ユ
ーザが電源オン操作を行っても、闇雲にコンテンツがユーザに提示されることがなくなり
、適切にコンテンツをユーザに提示できるようになる。
【００３４】
　本発明にあっては、コンテンツ出力装置に対してユーザが電源オン操作を行うと、コン
テンツ出力装置は、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として
存在するか否かを判断し、そのような受付部を含むコンテンツが存在すると判断した場合
に、コンテンツを出力するので、ユーザ操作を必要とするコンテンツが有れば、電源オン
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操作を契機にしてユーザに提示できるようになり、そのようなコンテンツが無ければ、電
源オン操作に連動してコンテンツを提示しないので、無用なコンテンツを提示することも
なくなる。
【００３５】
　本発明にあっては、複数の表示ソースの切替が可能な表示装置の表示ソースを、コンテ
ンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えさせる切替制御信号を、コンテンツの出力に
あわせてコンテンツ出力装置が表示装置へ出力するので、ユーザが電源オン操作を行った
ときに、表示装置の表示ソースがコンテンツ出力装置とは異なる表示ソースになっていて
も、強制的にコンテンツ出力装置に応じた表示ソースに切り替えられることになり、コン
テンツ出力装置が出力するコンテンツを表示装置で確実に表示させられる。
【００３６】
　本発明にあっては、複数の表示ソースの切替が可能な表示装置に対し、ユーザが表示ソ
ースを切り替える操作を行っても、コンテンツ出力装置は、切替制御信号及びコンテンツ
を表示装置へ出力するので、確実にユーザへコンテンツを提示できるようになる。
【００３７】
　本発明にあっては、複数の表示ソースの切替が可能な表示装置に対し、ユーザが表示ソ
ースを切り替える操作を行った場合に、コンテンツ出力装置は、切替制御信号及びコンテ
ンツを表示装置へ出力するので、表示ソースの切替を契機にしてコンテンツを提示できる
機会を確保できるようになると共に、上述したように、ユーザが表示ソースを切り替える
操作を行っても、強制的にコンテンツ出力装置が出力するコンテンツをユーザに提示でき
るようになる。
【００３８】
　本発明にあっては、ユーザが表示ソースを切り替える操作を行って、コンテンツ出力装
置がソース切替の通知を取得したとき、そのときの状況がコンテンツの出力条件に合致す
るか否かを判断して、出力条件に合致すれば、切替制御信号及びコンテンツを表示装置へ
出力するので、ユーザが表示ソースを切り替える操作を行った場合も闇雲にコンテンツを
ユーザに提示するような事態が生じなくなり、適度にコンテンツを提示できる。
【００３９】
　本発明にあっては、特定の事項に対してユーザが確認したことに応じたユーザ操作の受
付が可能な確認受付部を含むコンテンツをユーザに提示し、そのようなコンテンツをユー
ザが確認した旨の通知（確認通知）を取得すれば、コンテンツ出力装置はソース切替の通
知を取得しても切替制御信号を出力しなくなる。そのため、出力されたコンテンツを確認
したことを示す操作をユーザが一旦行えば、その後は自由に表示ソースを切り替えられる
ようになり、ユーザの使い勝手も確保できる。
【００４０】
　本発明にあっては、特定の事項に対してユーザが確認を保留したことに応じたユーザ操
作の受付が可能な保留受付部を含むコンテンツをユーザに提示し、そのようなコンテンツ
に対してユーザが確認を保留した旨の通知（保留通知）を取得すれば、コンテンツ出力装
置は、所定の時間だけソース切替の通知を取得しても切替制御信号を出力しなくなる。そ
のため、出力されたコンテンツの確認を保留する操作をユーザが行えば、所定の時間だけ
、自由に表示ソースを切り替えられるようになり、ユーザの様々な実情に応じて確認を先
伸ばして所定の操作性も確保できるようになる。
【００４１】
　本発明にあっては、コンテンツ出力装置で通知を取得した時間が特定の時間帯に属すれ
ば、コンテンツの出力条件に合致すると判断するので、特定の時間帯だけコンテンツを出
力することが可能となる。
　また、本発明にあっては、コンテンツ出力装置がコンテンツの出力回数をカウントする
と共に、通知を取得したときにおけるカウントした出力回数が基準回数に達しなければ、
コンテンツの出力条件に合致すると判断するので、基準回数に達するまで何回もコンテン
ツを表示させることが可能となる。
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【００４２】
　本発明にあっては、表示装置へ出力するコンテンツはユーザへの質問を含むものとなっ
ており、質問に対するユーザの回答をコンテンツ出力装置が取得すれば、その後は出力条
件の判断をコンテンツ出力装置は行わないので、ユーザは質問に回答すれば、その後は自
由に所望のコンテンツを視聴できる機会を確保できるので、質問に回答しようとするユー
ザの意欲を高めて、ユーザからの回答率向上に役立てられる。
【００４３】
　本発明にあっては、表示装置へ出力する対象となるコンテンツとして、ユーザ操作の受
付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すれば、コンテンツの出力条件
に合致すると判断するので、ユーザ操作を必要としない無用なコンテンツを提示すること
もなくなり、何らかの点でユーザの操作を必要とするコンテンツのみをユーザに提示でき
るようになる。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明にあっては、表示装置に対するユーザの電源オン操作のときに出力条件に合致す
る場合だけにコンテンツ出力装置はコンテンツを出力するので、闇雲にコンテンツを提示
することを防止できる。
　また、本発明にあっては、コンテンツ出力装置に対するユーザの電源オン操作のときに
、ユーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すれば、その
ような受付部を含むコンテンツをコンテンツ出力装置が出力するので、電源オン操作に伴
って、見るだけのコンテンツではなく、ユーザ操作の必要なコンテンツをユーザに提示す
ることができる。
【００４５】
　本発明にあっては、コンテンツの出力にあわせてコンテンツ出力装置が切替制御信号を
表示装置へ出力するので、表示装置の表示ソースを、強制的にコンテンツ出力装置に応じ
た表示ソースに切り替えることができ、それにより、コンテンツ出力装置が出力するコン
テンツを表示装置で確実にユーザへ提示できる。
【００４６】
　本発明にあっては、ユーザが表示装置の表示ソースを切り替える操作を行っても、コン
テンツ出力装置は、切替制御信号及びコンテンツを表示装置へ出力するので、ユーザによ
る表示ソースの切替操作があってもコンテンツをユーザに提示する機会を確保でき、また
、表示ソースの切替操作を契機にしてコンテンツを提示できる。
【００４７】
　本発明にあっては、ユーザが表示ソースを切り替える操作を行ったときの状況がコンテ
ンツの出力条件に合致すれば、切替制御信号及びコンテンツを表示装置へ出力するので、
ユーザによる表示ソースの切替操作に連動して闇雲にコンテンツをユーザに提示すること
を防止し、適度にコンテンツを提示する機会を確保できる。
【００４８】
　本発明にあっては、特定の事項に対してユーザが確認したことに応じたユーザ操作の受
付が可能な確認受付部を含むコンテンツをユーザに提示し、そのようなコンテンツをユー
ザが確認したことを示す操作を行えば、その後、コンテンツ出力装置は切替制御信号を出
力しなくなるので、ユーザが自由に表示ソースを切り替えられる場合を確保でき、ユーザ
の使い勝手に配慮した仕様にできる。
【００４９】
　本発明にあっては、特定の事項に対してユーザが確認を保留したことに応じたユーザ操
作の受付が可能な保留受付部を含むコンテンツをユーザに提示し、そのようなコンテンツ
に対してユーザが確認を保留した旨の通知をコンテンツ出力装置が取得すれば、コンテン
ツ出力装置は、所定の時間だけソース切替の通知を取得しても切替制御信号を出力しなく
なるので、ユーザの様々な実情に応じて確認を先伸ばしにすることを可能にでき、ユーザ
の使い勝手に応じて柔軟な対応を行える。
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【００５０】
　本発明にあっては、表示装置からの通知をコンテンツ出力装置で取得したときの時間が
特定の時間帯に属すれば、コンテンツの出力条件に合致すると判断するので、特定の時間
帯だけコンテンツを出力する仕様を提供できる。
　また、本発明にあっては、コンテンツ出力装置が通知を取得したときにおけるカウント
したコンテンツの出力回数が基準回数に達しなければ、コンテンツの出力条件に合致する
と判断するので、基準回数に達するまで何回もコンテンツを出力することができる。
【００５１】
　さらに、本発明にあっては、表示装置へ出力するコンテンツはユーザへの質問を含むも
のとなっており、質問に対するユーザの回答をコンテンツ出力装置が取得すれば、その後
は、コンテンツを出力しないので、質問に対するユーザの回答意欲を向上できる。
　さらにまた、本発明にあっては、表示装置へ出力する対象となるコンテンツとして、ユ
ーザ操作の受付が可能な受付部を含むコンテンツが出力対象として存在すれば、コンテン
ツの出力条件に合致すると判断するので、ユーザ操作を必要としない無用なコンテンツを
提示することもなくなり、何らかの点でユーザの操作を必要とするコンテンツのみをユー
ザに提示できる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の第１実施形態に係るコンテンツ表示システムの全体的な概要を示す概略
図である。
【図２】状況に応じてテレビジョン装置の表示内容が遷移する例を示す概略図である。
【図３】テレビジョン装置の主要な内部構成を示すブロック図である。
【図４】リモコン装置の概要を示す概略図である。
【図５】表示ソース切替メニューの概要を示す概略図である。
【図６】ＨＤＤレコーダの主要な内部構成等を示すブロック図である。
【図７】コンテンツ画面の一例を示す概略図である。
【図８】コンテンツ表示方法及びコンテンツ出力方法の処理手順を示す第１フローチャー
トである。
【図９】コンテンツ表示方法及びコンテンツ出力方法の処理手順を示す第２フローチャー
トである。
【図１０】コンテンツ表示方法及びコンテンツ出力方法の処理手順を示す第３フローチャ
ートである。
【図１１】（ａ）、（ｂ）は変形例の処理手順を示すフローチャートの一部である。
【図１２】（ａ）、（ｂ）はコンテンツ画面の他の例を示す概略図である。
【図１３】変形例のコンテンツ表示方法及びコンテンツ出力方法の処理手順を示す第４フ
ローチャートである。
【図１４】本発明の第２実施形態に係るコンテンツ表示システムの全体的な概要を示す概
略図である。
【図１５】第２実施形態に係るコンテンツ画面の例を示す概略図である。
【図１６】（ａ）～（ｄ）は第２実施形態に係るコンテンツ画面の他の各例を示す概略図
である。
【図１７】第２実施形態に係る変形例のコンテンツ表示システムの全体的な概要を示す概
略図である。
【図１８】本発明の第３実施形態に係るコンテンツ表示方法及びコンテンツ出力方法の処
理手順を示す第５フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００５３】
　図１は、本発明の第1実施形態に係るコンテンツ表示システム１を示している。第１実
施形態のコンテンツ表示システム１は、見守りサービスに適用した例を示し、コンテンツ
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としてユーザ（見守られる人）の体調を尋ねる情報を提示できるようにしている。本実施
形態のコンテンツ表示システム１は、表示装置に相当するテレビジョン装置１０に、表示
ソースとしてコンテンツ出力装置に相当するハードディスクプレーヤ２０（以降、ＨＤＤ
レコーダ２０と称す）を接続したものになっている。また、ＨＤＤレコーダ２０は、見守
りサービスを提供する見守りサーバ２とネットワークＮＷを介して接続されており、ユー
ザの回答等を見守りサーバ２へ送信する仕様になっている。なお、見守りサーバ２により
提供される見守りサービス自体は周知のものを適用しているので、特に見守りサービスに
ついては説明しない。
【００５４】
　テレビジョン装置１０は、装置筐体の前面に表示画面１０ａ及びスピーカー１０ｂを設
けると共に、装置筐体に設けた操作部１６に加えてリモコン装置１９でもユーザが種々の
操作を行えるようになっている。第１実施形態では、テレビジョン装置１０の操作部１６
又はリモコン装置１９でユーザによる電源オン操作が行われたときの状況等が、コンテン
ツの出力条件に合致すれば、ＨＤＤレコーダ２０から出力されるコンテンツに応じた表示
をテレビジョン装置１０で行うようにしたことが特徴になっている。
【００５５】
　図２は、本発明の特徴的な機能により、テレビジョン装置１０の表示画面１０ａの表示
内容が遷移する状況の一例を示す。図２に示す最初の状況において、テレビジョン装置１
０はスタンバイ状態（テレビジョン装置１０の中で電源オン操作及びリモコン操作に関連
する部分が給電により起動しており、他の部分は給電されておらず起動していない状態）
であり、そのスタンバイ状態で、装置本体の操作部１６又はリモコン装置１９でユーザに
よる電源オン操作が行われると、テレビジョン装置１０は電源オン状態へ移行し、チャン
ネル選局を行って、その選局チャンネルのテレビ放送番組（コンテンツ）に応じた画像を
表示画面１０ａで表示する（図２中、（１）に示す状態）。
【００５６】
　また、ユーザによる電源オン操作が行われた旨がテレビジョン装置１０からＨＤＤレコ
ーダ２０に通知され、通知されたときの状況がコンテンツの出力条件に合致するとＨＤＤ
レコーダ２０で判断されると、テレビジョン装置１０の表示ソースが強制的に選局チャン
ネルからＨＤＤレコーダ２０に応じた表示ソースに切り替えられ、所定のコンテンツ画面
５０が表示される状態に遷移する（図２中、（２）に示す状態）。
【００５７】
　そして、ユーザがテレビジョン装置１０の表示ソースを元の選局チャンネルに戻すソー
ス切替操作を行うと、図２中、（３）に示すように、再度、選局チャンネルに応じたテレ
ビ放送番組の画像を表示画面１０ａで表示することになるが、この状態でもコンテンツの
出力条件に合致していれば、ＨＤＤレコーダ２０の処理により強制的に表示ソースの切替
制御が行われて、再度、所定のコンテンツ画面５０が表示される状態に遷移する（図２中
、（４）に示す状態）。以下、上記のような画面の遷移例を行うコンテンツ表示システム
１のテレビジョン装置１０及びＨＤＤレコーダ２０の構成、処理内容等について説明して
いく。
【００５８】
　図３は、テレビジョン装置１０の主要な内部構成を示している。テレビジョン装置１０
は、前処理部１１、表示処理部１２、赤外線処理部１３、制御部１４、メモリ１５、操作
部１６、第１接続部１７ａ（外部接続部に相当）、第２接続部１７ｂ、第３接続部１７ｃ
、無線接続部１７ｄ、有線通信接続部１７ｅ、無線通信接続部１７ｆ、表示出力処理部１
８ａ、及び音声出力処理部１８ｂ等を内部接続線Ｌで接続した構成になっている。また、
これらの各部１１等は、内部接続線Ｌを通じて制御部１４と信号等の送受を行っており、
各部１１等は現在の処理状況等を示す信号を制御部１４へ伝えると共に、制御部１４は各
部１１等から伝えられた処理状況等により現在の処理状況を把握し、把握した状況に応じ
て次に行う処理を制御するための制御信号を各部１１等へ送っている。以下、テレビジョ
ン装置１０の各部を説明する。
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【００５９】
　前処理部１１は、チューナ部、Ａ／Ｄ変換部、直交検波部、ＦＦＴ部、及び復調部を含
み、アンテナで取得（受信）されたＲＦ信号（デジタルテレビジョン放送信号）が入力さ
れており、この入力信号に対し所定の処理を行ってトランスポートストリーム（ＴＳ）を
復調し、次の処理を行う表示処理部１２へ伝送する。なお、このような前処理部１１は、
デジタルテレビジョン放送信号を扱うので、各放送局が配信するコンテンツをデジタルテ
レビジョン放送信号という形式で取得する点において、テレビジョン装置１０の表示ソー
スの一つに該当する。
【００６０】
　表示処理部１２は、前処理部１１で復調されたトランスポートストリームに対して、デ
コード処理を行い、映像、音声、その他データに分離し、分離した映像ストリームに対し
ては映像デコード処理を行って表示出力処理部１８ａへ出力すると共に、分離した音声ス
トリームに対しては音声デコード処理を行って音声出力処理部１８ｂへ出力する。また、
表示処理部１２は、第１接続部１７ａ、第２接続部１７ｂ、第３接続部１７ｃ、無線接続
部１７ｄ、有線通信接続部１７ｅ、及び無線通信接続部１７ｆから取得したコンテンツに
対しても映像（画像）、音声、その他データに分離して表示出力処理部１８ａ及び音声出
力処理部１８ｂへ出力する処理を行っており、上述した複数の表示処理の対象（表示ソー
ス）を、制御部１４の指示に従って適宜切り替える処理を行う（表示ソースの切替手段と
して機能する）。
【００６１】
　表示出力処理部１８ａは、画像表示に必要な所定の処理を行って画像信号を生成し、生
成した画像信号を表示画面１０ａへ出力する。また、音声出力処理部１８ｂは、増幅等の
音声出力に必要な所定の処理を行って音声信号を生成し、生成した音声信号をスピーカー
１０ｂへ出力して、スピーカー１０ｃから各種音声を出力する。上記のような処理を経る
ことで、表示処理部１２の処理対象の表示ソースが前処理部１１のチューナ部で受信した
デジタルテレビジョン放送信号（コンテンツ）になっていれば、表示画面１０ａには、テ
レビジョン放送の番組画像等のコンテンツが表示されることになり、処理対象の表示ソー
スが第１接続部１７ａ、第２接続部１７ｂ、第３接続部１７ｃ、無線接続部１７ｄ、有線
通信接続部１７ｅ、及び無線通信接続部１７ｆのいずれかで取得した外部からのコンテン
ツ信号（コンテンツ）になっていれば、テレビジョン装置１０の外部から取得したソース
に応じた画像（コンテンツ）が表示画面１０ａに表示される。
【００６２】
　また、テレビジョン装置１０におけるユーザとのインタフェース系に関する部分として
、操作部１６及び赤外線処理部１３がある。操作部１６は、テレビジョン装置１０の装置
筐体に設けられたユーザインタフェースであり、電源オン操作又は電源オフ操作の受け付
けを行う電源スイッチ１６ａの他に、音量切替ボタン、チャンネル切替ボタン、ソース切
替ボタン、上下キー、決定キー等を設けており、ユーザにより操作された内容は制御部１
４へ伝えられる。なお、電源スイッチ１６ａは、テレビジョン装置１０がスタンバイ状態
でユーザにより操作（例えば、スイッチの押圧操作）が行われると、電源オン操作を受け
付けたことになり、また、テレビジョン装置１０が電源オン状態でユーザにより操作が行
われると、電源オフ操作を受け付けたことになる。
【００６３】
　赤外線処理部１３は、周知の赤外線規格（例えば、IrDA系の各規格）に応じた通信処理
（信号・データの送受処理）を行うものであり、基本的には、ユーザからの操作を受け付
けるリモコン装置１９から発せられる操作信号を含む赤外線信号を受光して、制御部１４
へ伝える処理を行う。
【００６４】
　図４は、上述した赤外線処理部１３に赤外線を発するリモコン装置１９を示している。
リモコン装置１９は、先端側にテレビジョン装置１０の電源オン操作又は電源オフ操作の
受け付けを行う電源スイッチ１９ａを有し、計１２個のボタンからなる数字ボタン１９ｉ
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、上下左右キー、決定ボタン１９ｇ、音量調整キー、チャンネル切替キー、ソース切替ボ
タン１９ｆ、戻るボタン、終了ボタン１９ｈ、メニューボタンに加えて、計４個のカラー
ボタン（青ボタン１９ｂ、赤ボタン１９ｃ、緑ボタン１９ｄ、黄ボタン１９ｅ）を有して
いる。これらの各ボタン、スイッチでユーザからの操作を受け付けると、操作を受け付け
た内容を示す赤外線信号（例えば、電源スイッチ１９ａが操作された旨を通知する操作通
知信号）がリモコン装置１９より発せられる。なお、電源スイッチ１９ａにおける電源オ
ン操作又は電源オフ操作の受け付け状況は、上述した装置筐体の操作部１６に設けられた
電源スイッチ１６ａの場合と同様であり、電源スイッチ１９ａも、テレビジョン装置１０
がスタンバイ状態でユーザにより操作が行われると、電源オン操作を受け付けたことにな
り、また、テレビジョン装置１０が電源オン状態でユーザにより操作が行われると、電源
オフ操作を受け付けたことになる。
【００６５】
　図３に戻り、テレビジョン装置１０の内部構成に関する説明を続ける。テレビジョン装
置１０は、外部機器を接続するための複数の切替可能な入力系統を有し、これらの入力系
統として、第１接続部１７ａ、第２接続部１７ｂ、第３接続部１７ｃ、無線接続部１７ｄ
、有線通信接続部１７ｅ、及び無線通信接続部１７ｆを具備し、これらの入力系統はいず
れも本実施形態のテレビジョン装置１０の表示ソースに該当する。
【００６６】
　第１接続部１７ａは映像・音声・制御信号等をデジタル信号で伝送する通信インタフェ
ースの標準規格であるＨＤＭＩ（登録商標）、（High-Definition Multimedia Interface
　高精度マルチメディアインターフェイス）系の規格に応じた仕様の接続端子を有し、本
実施形態では、接続ケーブルＣ１を通じてＨＤＤレコーダ２０が接続される。第２接続部
１７ｂは、様々な周辺機器をシリアル接続するためのシリアルバス規格の1つであるＵＳ
Ｂ（Universal Serial Bus　ユニバーサル・シリアル・バス）規格に応じた仕様の接続端
子を有する。第３接続部１７ｃは、ＩＥＥＥ１３９４系の規格に応じた接続端子を有し、
この第３接続部１７ｃにはi.LINK（登録商標）、ＤＶ端子等が該当する。
【００６７】
　無線接続部１７ｄは無線で様々な周辺機器と接続を行うものであり、本実施形態ではブ
ルートゥース（Bluetooth（登録商標））規格に応じたものを用いている。有線通信接続
部１７ｅはネットワークを介して有線通信を行うものであり、本実施形態ではイーサネッ
ト(登録商標)に応じた有線ＬＡＮ用の接続端子を有したものになっている。無線通信接続
部１７ｆは無線通信用の通信部であり、本実施形態ではＩＥＥＥ８０２．１１系の規格（
無線ＬＡＮ）に応じた無線通信を行うものになっている。
【００６８】
　一方、制御部１４は、テレビジョン装置１０が具備する各種機能を実行する際に中心的
な役割を担うものであり、メモリ１５に記憶された基本プログラムＰ１に規定される様々
な処理内容に基づき、各種処理（テレビ放送受信処理、ＯＳＤ表示処理、表示ソース切替
処理、出力処理、出力終了処理、通信処理、電源オン／オフ制御処理等）を行う。また、
メモリ１５は、上述した基本プログラムＰ１の他に、ＯＳＤ表示テーブルＴ１等を記憶し
ている。ＯＳＤ表示テーブルＴ１は、ＯＳＤ表示するメニュー画面等に応じた表示画面デ
ータを各種格納したものである。
【００６９】
　図５は、ＯＳＤ表示テーブルＴ１に格納される複数の表示画面データの中で一つに応じ
た表示ソース切替メニュー画面３１をテレビジョン装置１０の表示画面１０ａに表示した
状態を示している。この表示ソース切替メニュー画面３１は、表示画面１０ａに表示すべ
き表示ソースをユーザが選択できるようにするためのメニュー画面であり、リモコン装置
１９のソース切替ボタン１９ｆが押される操作がなされることで、制御部１４の制御によ
り、ＯＳＤ表示テーブルＴ１から読み出されて、表示画面１０ａへ出力表示される。
【００７０】
　表示ソース切替メニュー画面３１は、複数の第１選択欄３１ａ～第７選択欄３１ｇを有
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すると共に、それらの各選択欄３１ａ～３１ｇのいずれか一つを選択できるようにカーソ
ル３２を有する。カーソル３２は、操作部１６又はリモコン装置１９の上下キーの操作で
移動可能になっており、操作部１６又はリモコン装置１９の決定キーを押す操作を行うこ
とで、カーソル３２の位置する選択欄が選択され、それにより、テレビジョン装置１０の
表示ソースが、ＯＳＤ表示テーブルＴ１で選択されたものに切り替わる。
【００７１】
　なお、第１選択欄３１ａは前処理部１１のチューナ部で受信されたテレビジョン放送を
表示ソースとして選択するためのものであり、以下、第２選択欄３１ｂは、第１接続部１
７ａ（ＨＤＭＩ(登録商標)）からの入力を表示ソースとして選択するためのものであり、
第３選択欄３１ｃは、第２接続部１７ｂ（ＵＳＢ）からの入力を表示ソースとして選択す
るためのものであり、第４選択欄３１ｄは、第３接続部１７ｃ（ＩＥＥＥ１３９４）から
の入力を表示ソースとして選択するためのものであり、第５選択欄３１ｅは、無線接続部
１７ｄ（ブルートゥース）からの入力を表示ソースとして選択するためのものであり、第
６選択欄３１ｆは、有線通信接続部１７ｅ（有線ＬＡＮ）からの入力を表示ソースとして
選択するためのものであり、第７選択欄３１ｇは、無線通信接続部１７ｆ（無線ＬＡＮ）
からの入力を表示ソースとして選択するためのものである。
【００７２】
　また、メモリ１５に記憶される基本プログラムＰ１は、テレビジョン装置１０のファー
ムウェア及びシステムプログラム等に相当するものであり、テレビジョン装置１０がテレ
ビジョン装置としての各種機能（テレビジョンを視聴するための各種機能、通信機能等）
を働かせるために必要な制御部１４の各種処理を規定したものであり、制御部１４は基本
プログラムＰ１の規定に従い、ユーザの操作内容に応じた各種制御、又は自動による各種
制御に応じた処理を行う（後述の各種処理参照）。
【００７３】
　制御部１４は、まず基本的な処理として、テレビジョン装置１０の給電状態を認識して
いる。テレビジョン装置１０は電源コード（図示せず）が給電用のコンセントに差し込ま
れるとスタンバイ状態に移行するので、制御部１４は、テレビジョン装置１０がスタンバ
イ状態に移行したことを認識する。この状態で、操作部１６又はリモコン装置１９で電源
スイッチ１６ａ、１９ａでユーザの操作を受け付けると、電源スイッチ１６ａ、１９ａで
操作を受け付けた旨の通知（電源オン操作の通知）が制御部１４へ伝えられる。このよう
な電源オン操作の通知がテレビジョン装置１０のスタンバイ状態で伝えられると、制御部
１４は、テレビジョン装置１０を電源オン状態へ移行する制御を行う。
【００７４】
　また、テレビジョン装置１０が電源オン状態で、操作部１６又はリモコン装置１９にて
電源スイッチ１６ａ、１９ａでユーザの操作を受け付けると、電源スイッチ１６ａ、１９
ａで操作を受け付けた旨の通知（電源オフ操作の通知）が制御部１４へ伝えられる。この
場合、制御部１４は、テレビジョン装置１０を電源オン状態からスタンバイ状態へ移行す
る制御を行う。
【００７５】
　さらに、制御部１４は、操作部１６又はリモコン装置１９でユーザによる各種操作が行
われると、ユーザ操作があった旨を、ＨＤＭＩ（登録商標）系の第１接続部１７ａ等を介
して出力する制御を行う。具体的に第１実施形態のテレビジョン装置１０は、第１接続部
１７に関してＨＤＭＩ（登録商標）－ＣＥＣという制御信号を伝送する仕様になっており
、その伝送設定が有効になっている場合、第１接続部１７ａに何らかの機器が接続される
と、テレビジョン装置１０を識別する装置識別情報（例えば、製造メーカ、型番（機種）
等を示すＤｅｖｉｃｅ　Ｖｅｎｄｅｒ　ＩＤ）を示すＨＤＭＩ(登録商標)－ＣＥＣメッセ
ージの出力が行われる。
【００７６】
　また、ユーザがスタンバイ状態のテレビジョン装置１０に対して電源オン操作を行うと
、テレビジョン装置１０が電源オン状態へ移行して、電源オン操作が行われた旨のＨＤＭ
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Ｉ（登録商標）－ＣＥＣメッセージ（Give Physical Addressという情報のメッセージ。
電源オン通知に相当）を第１接続部１７ａから出力する制御を制御部１４が行う。さらに
、電源オフ操作が行われてテレビジョン装置１０がスタンバイ状態（待機状態）へ移行し
た場合、電源オフ操作が行われたことを示すＳｔａｎｄ　ｂｙメッセージ（電源オフ操作
の有った旨を通知する電源オフ通知に相当）を第１接続部１７ａから出力する制御を制御
部１４が行う。
【００７７】
　さらにまた、テレビジョン装置１０がスタンバイ状態で、第１接続部１７ａで電源オン
制御信号が入力されてきて、その電源オン制御信号を制御部１４が取得した場合、制御部
１４は、電源オン制御信号に従ってテレビジョン装置１０を電源オン状態へ移行させる処
理を行う。そして、テレビジョン装置１０が電源オン状態で、第１接続部１７ａでスタン
バイ制御信号が入力されてきて、そのスタンバイ制御信号を制御部１４が取得した場合、
制御部１４は、スタンバイ制御信号に従ってテレビジョン装置１０をスタンバイ状態へ移
行させる処理を行う。
【００７８】
　なお、第１接続部１７ａで、ＨＤＭＩ（登録商標）規格に応じたテレビジョン装置１０
の状態を問い合わせるためのメッセージ（例えば、Ｇｅｔ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｏｗｅｒ　
Ｓｔａｔｕｓメッセージ）を受け取った場合、その時のテレビジョン装置１０の電源状態
を示すメッセージ（電源オン状態又はスタンバイ状態を示すＨＤＭＩ(登録商標)－ＣＥＣ
メッセージ）を第１接続部１７ａから出力する制御を制御部１４は行う。
【００７９】
　上述した各種メッセージ（通知）は、テレビジョン装置１０がＨＤＭＩ（登録商標）－
ＣＥＣの仕様に対応していない場合、又は対応していても、ＨＤＭＩ（登録商標）－ＣＥ
Ｃの設定が無効になっている場合は出力されない。そのため、ＨＤＭＩ（登録商標）－Ｃ
ＥＣの仕様に対応しているテレビジョン装置１０であっても、ＨＤＭＩ（登録商標）－Ｃ
ＥＣの設定が有効の状態から無効の状態に変更されると、無効への変更後は各種メッセー
ジが出力されなくなる。また、テレビジョン装置１０の機種によっては、ＨＤＭＩ（登録
商標）－ＣＥＣの設定が有効であっても、メッセージの出力を行わないように設定するこ
とも可能になっている。
【００８０】
　さらに、第１接続部１７ａからは、テレビジョン装置１０の機種によっては、上述した
メッセージ以外に、ユーザの電源オン操作に伴う情報、又は電源オフ操作に伴う情報の出
力がなされる機種もある。
【００８１】
　例えば、あるテレビジョン装置１０の機種では、ユーザにより電源オン操作がなされる
と、第１接続部１７から出力される情報に含まれるＨＰＤ情報（Ｈｏｔ　Ｐｌｕｇ　Ｄｅ
ｔｅｃｔ情報）の中身が「０」から「－１」に変化する。このように出力する中身が変化
する場合は、中身が「－１」に変化したＨＰＤ情報を、ユーザの電源オン操作の有った旨
を通知する電源オン通知として利用することができる。また、ユーザにより電源オフ操作
がなされると、ＨＰＤ情報の中身が「－１」から「０」に変化する機種も存在し、このよ
うに変化する場合では、中身が「０」に変化したＨＰＤ情報が、電源オフ操作の有った旨
を通知する電源オフ通知として利用できる。
【００８２】
　なお、第１接続部１７ａを通じて、著作権保護技術の一つであるＨＤＣＰ（High-bandw
idth Digital Content Protection system）の暗号関連情報を、第１接続部１７ａに接続
された機器と交換するテレビジョン装置１０も存在する。この暗号関連情報の交換におい
ては、まず、テレビジョン装置１０において、ユーザにより電源オン操作がなされると、
ＨＤＣＰ暗号化を開始するための問い合わせを行う出力情報（電源オン操作に伴う出力情
報であり、外部の表示装置との接続確立を示す出力情報に相当）が、テレビジョン装置１
０から、第１接続部１７ａに接続された外部機器へ送られ、この出力情報を受け取った第
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１接続部１７ａと接続された外部機器が、ＨＤＣＰ暗号化の開始の応答に必要な情報をテ
レビジョン装置１０へ返してＨＤＣＰ暗号化を開始できると判断する（Start encの状況
）。このようにテレビジョン装置１０からのＨＤＣＰ暗号化を開始するための問い合わせ
を行う出力情報に基づき、第１接続部１７ａに接続された外部機器において、テレビジョ
ン装置１０の電源オン状態の検知が可能となるので、このような出力情報を、電源オン通
知として利用することもできる。また、テレビジョン装置１０において、ユーザにより電
源オフ操作がなされると、テレビジョン装置１０からのＨＤＣＰ暗号化に関する出力情報
（外部の表示装置との接続確立を示す出力情報に相当）が途絶えることになり（ＨＤＣＰ
暗号に用いられる暗号鍵が不整合となるKey NGの場合）、第１接続部１７ａに接続された
外部機器により、ＨＤＣＰ暗号化に関する出力情報を取得できなくなるという状況に基づ
いて、テレビジョン装置１０のスタンバイ状態の検知が可能となる。
【００８３】
　また、ユーザが、上述した図５に示すソース切替メニュー画面３１をテレビジョン装置
１０で表示して表示ソースの切替操作（入力系の切替操作に相当）を行った場合も、表示
ソースを切替操作に応じた表示ソースへ切り替える処理を行うと共に、ソース切替操作が
行われた旨のＨＤＭＩ（登録商標）－ＣＥＣメッセージ（ソース切替通知に相当）を第１
接続部１７ａから出力する制御を制御部１４が行う。さらに、第１接続部１７ａで、所定
の表示ソースに切り替える指示を含む切替制御信号を取得した場合、制御部１４は、その
取得した切替制御信号が指示する所定の表示ソースに切り替える処理を行う。そのため、
第１接続部１７ａに接続された外部機器が、自己が接続されている表示ソース（第１接続
部１７ａ）に切り替える旨の切替制御信号を出力すれば、テレビジョン装置１０の表示ソ
ースを、第１接続部１７ａへ切り替えることを外部から制御できると共に、その外部機器
がコンテンツを出力すれば、そのコンテンツに応じた画像（映像）をテレビジョン装置１
０の表示画面１０ａに表示することも外部から制御できる。
【００８４】
　一方、図６は、上述したテレビジョン装置１０の第１接続部１７ａの接続端子に接続可
能な外部機器の一例であるＨＤＤレコーダ２０（コンテンツ出力装置に相当）の主要な内
部構成を示している。ＨＤＤレコーダ２０は、テレビジョン装置１０で受信されたテレビ
ジョン放送の番組を映像データとして記憶部２０ｋ（ＨＤＤ）で録画（記録）できるよう
にしていると共に、録画した番組の映像データの再生処理を行って、録画した番組の映像
をテレビジョン装置１０で表示できるようにするものである。また、本実施形態のＨＤＤ
レコーダ２０は、録画番組の再生処理の他に、テレビジョン装置１０の電源オン操作が行
われたときが、コンテンツの出力条件に合致すれば、所定のコンテンツをテレビジョン装
置１０で表示させる制御を行うことが特徴になっている。
【００８５】
　ＨＤＤレコーダ２０は、一種のコンピュータ的な内部構造になっており、装置全体の制
御を行うＣＰＵ２０ａに、外部装置接続部２０ｂ、有線通信部２０ｃ、無線通信部２０ｄ
、外部インタフェース接続部２０ｅ、無線接続部２０ｆ、本体操作部２０ｇ、リモコン受
光部２０ｈ、映像処理部２０ｉ、メモリ２０ｊ、記憶部２０ｋ等を内部接続線２１で接続
した構成になっている。ＣＰＵ２０ａは記憶部２０ｋにインストールされた各種プログラ
ムの規定に従って様々な処理を実行する。なお、ＣＰＵ２０ａは時計機能、計時機能等を
具備しており、現在の時刻を把握しているものとする。外部装置接続部２０ｂは接続手段
に相当し、テレビジョン装置１０の第１接続部１７ａと接続ケーブルＣ１を介して接続可
能なＨＤＭＩ（登録商標）規格に準じた接続端子部である。
【００８６】
　有線通信部２０ｃ（通信手段に相当）は、有線通信を行うインタフェースであり、本実
施形態ではイーサネット(登録商標)に応じた有線ＬＡＮ用の接続端子を有したものになっ
ている。無線通信部２０ｄ（通信手段に相当）は、無線通信を行うインタフェースであり
、ＩＥＥＥ８０２．１１系の規格（ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ／ｇ、ａ等）に準じた無線Ｌ
ＡＮ通信を行う。
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【００８７】
　外部インタフェース接続部２０ｅは接続手段に相当し、外部記憶媒体等を接続できるよ
うになっており、本実施形態ではＵＳＢ（Universal Serial Bus　ユニバーサル・シリア
ル・バス）規格に応じたものを採用している。無線接続部２０ｆも接続手段に相当し、無
線で通信を行う接続部であり、本実施形態ではブルートゥース（登録商標）の規格に応じ
たものを用いている。
【００８８】
　本体操作部２０ｇは、ＨＤＤレコーダ２０の筐体に設けられて、ユーザからの操作を受
け付けるボタン、スイッチ等を有するものであり、電源スイッチ、上下キー、選択ボタン
等を有し、受け付けた操作内容を操作通知として、内部接続線２１を介しＣＰＵ２０ａへ
伝える。リモコン受光部２０ｈは、ＨＤＤレコーダ２０の附属品であるリモコン装置２５
からの操作信号（赤外光）を受光し、受光した操作信号を操作通知として、内部接続線２
１を介しＣＰＵ２０ａへ伝える。なお、リモコン装置２５も電源スイッチ２５ａの他に、
上下キー、選択ボタン等の各種ボタン等を設けて、ユーザからの操作を受け付ける。
【００８９】
　映像処理部２０ｊは、テレビジョン装置１０から送られてくる番組の映像データについ
て記録用又は再生用の処理を行うものであり、記録時（録画時）には映像データを記録用
の所定形式に変換する処理を行うと共に、再生時には記録された映像データを再生用の形
式に変換する処理等を行う。メモリ２０ｊは、ＣＰＵ２０ａが行う各種処理に伴うデータ
、ファイル等を一時的に記憶するものである。
【００９０】
　記憶部２０ｋ（ＨＤＤ、ハードディスクドライブ）は、各種プログラム、情報等を記憶
する記憶媒体であり、本実施形態では、システムプログラムＰ１０、出力プログラムＰ１
１、情報コンテンツテーブルＴ１０、出力条件２２、出力終了条件２３等を記憶すると共
に、録画したテレビ放送の番組に応じた録画データＤ等も記憶する。システムプログラム
Ｐ１０はＨＤＤレコーダ２０の基本的な処理内容を規定した基本プログラムに相当するフ
ァームウェアである。
【００９１】
　出力プログラムＰ１１は、本発明の特徴的な処理であるテレビジョン装置１０の電源オ
ン操作が行われたときの状況が出力条件２２に合致すれば、情報コンテンツテーブルＴ１
０に格納されている情報（コンテンツ）をテレビジョン装置１０に表示させる処理内容等
を規定したアプリケーションプログラム（一種のコンピュータプログラムに相当）であり
、この出力プログラムＰ１１の規定内容によりＣＰＵ２０ａが各種手段として機能する。
出力プログラムＰ１１の内容の詳細は後述する。なお、このような出力プログラムＰ１１
は、ＨＤＤレコーダ２０の製造時に記憶部２０ｋにインストールされているが、製造後等
において、記憶媒体に記憶された状態でＨＤＤレコーダ２０へ提供し、この記憶媒体を介
して、記憶部２０ｋに実装（インストール）するようにしてもよい。
【００９２】
　記憶部２０ｋに記憶される情報コンテンツテーブルＴ１０は、テレビジョン装置１０の
電源オン操作等に伴って表示させるコンテンツ（情報コンテンツ）を格納したものであり
、ＣＰＵ２０ａが、情報コンテンツテーブルＴ１０からコンテンツを読み出す処理を行う
。なお、情報コンテンツテーブルＴ１０は、複数種類のコンテンツを格納でき、複数の中
から出力対象にするコンテンツを設定等により指定することが可能であり、この場合、Ｃ
ＰＵ２０ａは設定等により指定されたコンテンツを複数の中から読み出すことになる。ま
た、コンテンツとしては、静止画像のコンテンツ又は動画のコンテンツのいずれを用いる
ことができる。
【００９３】
　図７は、情報コンテンツテーブルＴ１０に格納されたコンテンツがテレビジョン装置１
０で表示された場合の一例であるコンテンツ画面５０を示す。このコンテンツ画面５０に
応じたコンテンツは、「今日の体調はいかがですか？」というユーザへの質問となるテキ
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スト、「よい」という第１回答ボタン５０ａ（受付部に相当）を表示するための第１ボタ
ン情報、及び「わるい」という第２回答ボタン５０ｂ（受付部に相当）を表示するための
第２ボタン情報を含んでいる。このようなコンテンツの表示処理がテレビジョン装置１０
で行われると、図７に示すコンテンツ画面５０が表示され、上述した質問に応じたテキス
ト、「よい」という第１回答ボタン５０ａ、及び「わるい」という第２回答ボタン５０ｂ
が示される。
【００９４】
　これら第１回答ボタン５０ａ及び第２回答ボタン５０ｂは、テレビジョン装置１０の操
作部１６の上下キー、決定キー、又は図４に示すリモコン装置１９の上下左右キー、決定
ボタン１９ｇをユーザが操作することで選択できる。また、ユーザにより各ボタン５０ａ
、５０ｂのユーザの選択操作が行われると、各ボタン５０ａ、５０ｂはユーザの選択操作
を受け付けたことになり、上述したテレビジョン装置１０の制御部１４は、ボタン５０ａ
又は５０ｂの選択操作を受け付けた旨の通知（回答のあった旨を示す回答通知）を、第１
接続部１７ａから出力する。それにより、テレビジョン装置１０の第１接続部１７ａにＨ
ＤＤレコーダ２０が接続されていると、テレビジョン装置１０で表示されたコンテンツ画
面５０において、ユーザがボタン５０ａ又は５０ｂのいずれかの選択操作したことを、テ
レビジョン装置１０の第１接続部１７ａから出力される通知（回答通知）を取得すること
で、ＨＤＤレコーダ２０は認識することができる。
【００９５】
　また、記憶部２０ｋに記憶される出力条件２２は、ＨＤＤレコーダ２０が、上述した図
７のコンテンツ画面５０に応じたコンテンツを出力する条件を既定したものである。本実
施形態の出力条件２２は、二種類のユーザ操作（操作通知）に対し条件を既定している。
【００９６】
　一つめは、ＨＤＤレコーダ２０が、外部装置接続部２０ｂで電源オン通知を取得した場
合に関する出力条件であり、電源オン通知を取得した時間が午前中の６時～１０時の時間
帯（特定の時間帯に相当）するか否かという条件内容になっており、取得時間が６～１０
時の時間帯に属すれば、出力条件に合致するとしている。ＣＰＵ２０ａは上述したように
時計機能を有するので、電源オン通知の取得した時間が何時であるかを認識することがで
きるものとする（以下、同様）。なお、特定の時間帯として、上記の午前６時～１０時の
時間帯を用いるのは一例であり、システムの仕様、出力するコンテンツの内容等によって
、他の時間帯を用いることも当然、可能である。
【００９７】
　二つめは、ＨＤＤレコーダ２０が、外部装置接続部２０ｂでソース切替通知を取得した
場合に関する出力条件であり、ソース切替通知を取得した時間が午前中の６時～１０時の
時間帯（特定の時間帯に相当）するか否かという条件内容になっており、取得時間が６～
１０時の時間帯に属すれば、出力条件に合致するとしている。
【００９８】
　さらに、記憶部２０ｋに記憶される出力終了条件２３は、コンテンツの出力を終了する
条件を既定したものであり、本実施形態では、ＨＤＤレコーダ２０が、外部装置接続部２
０ｂで、上述した図７のコンテンツ画面５０の第１回答ボタン５０ａ又は第２回答ボタン
５０ｂの選択操作を受け付けた旨の回答通知（質問に対するユーザの回答を示す通知）を
取得したか否かという条件内容になっており、このような通知を取得すれば、出力終了条
件に合致するとしている。
【００９９】
　本実施形態では、出力条件２２について上述した条件内容にすることで、ユーザがテレ
ビジョン装置１０に対し午前中の６時～１０の時間帯で電源オン操作を行うと、図７のコ
ンテンツ画面５０が強制的に表示されると共に、上記の時間帯でソース切替操作を行った
ときも、コンテンツ画面５０が強制的に表示されるようになる。また、本実施形態では、
出力終了条件２３については上述した条件内容にすることで、ユーザが質問に回答する操
作を行えば、コンテンツ画面５０の表示が終了し、後は、ユーザが所望する表示ソース（
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例えば、所望のテレビチャンネルのテレビジョン放送番組）の映像をテレビジョン装置１
０で自由に表示することが可能となる。
【０１００】
　次に、記憶部２０ｋに記憶されている出力プログラムＰ１１の処理内容を説明する。ま
ず、出力プログラムＰ１１は、外部装置接続部２０ｂを通じて、外部装置接続部２０ｂに
接続された表示装置（例えば、テレビジョン装置１０）より出力されてきた電源オン通知
をＣＰＵ２０ａが取得した場合、電源オン通知を取得したときの時間が出力条件２２（コ
ンテンツ出力条件に該当）に合致するか否かを判断する処理を規定している。本実施形態
では、電源オン通知を取得した場合に関する出力条件２２は、上述した内容であることか
ら、結局、ＣＰＵ２０ａは、電源オン通知を取得した時間が、午前中の６～１０時の時間
帯に属するか否かを判断することになる。
【０１０１】
　そして、出力条件２２に合致すると判断した場合（電源オン通知を取得したときの時間
が、６～１０時の時間帯に属すると判断した場合）、ＣＰＵ２０ａが、テレビジョン装置
１０の表示ソースをＨＤＤレコーダ２０が接続された第１接続部１７ａに切り替えさせる
切替制御信号を外部装置接続部２０ｂから出力すると共に、この切替制御信号の出力に伴
って、図７のコンテンツ画面５０に応じたコンテンツを情報コンテンツテーブルＴ１０か
ら読み出して外部装置接続部２０ｂから出力する処理を行うことを出力プログラムＰ１１
は規定している。
【０１０２】
　また、出力プログラムＰ１１は、外部装置接続部２０ｂを通じて、外部装置接続部２０
ｂに接続された表示装置（例えば、テレビジョン装置１０）より出力されてきたソース切
替通知をＣＰＵ２０ａが取得した場合も、上述した電源オン通知を取得した場合と同様に
、ソース切替通知を取得したときの時間が出力条件２２（コンテンツ出力条件に該当）に
合致するか否かを判断する処理を規定している。本実施形態では、ソース切替通知に関す
る出力条件２２は、上述した内容であることから、ＣＰＵ２０ａは、ソース切替通知を取
得した時間が、午前中の６～１０時の時間帯に属するか否かを判断することになる。
【０１０３】
　そして、出力条件２２に合致すると判断した場合も（ソース切替通知を取得したときの
時間が、６～１０時の時間帯に属すると判断した場合）、上述した電源オン通知に関して
出力条件２２が合致した場合と同様に、ＣＰＵ２０ａが、コンテンツを出力すると共に、
その出力にあわせて切替制御信号も出力することを、出力プログラムＰ１１は規定してい
る。
【０１０４】
　さらに、電源オン通知又はソース切替通知のいずれかに関して出力条件２２が合致して
コンテンツを出力した場合、次に出力プログラムＰ１１は、出力したコンテンツに含まれ
る質問に対する回答のあった旨の通知（「よい」という第１回答ボタン５０ａを選択した
旨の回答通知、又は「わるい」という第２回答ボタン５０ｂを選択した旨の回答通知）を
取得したか否かの判断をＣＰＵ２０ａが行うことを規定し、取得したと判断した場合、回
答の内容（「よい」又は「わるい」）をＣＰＵ２０ａがメモリ２０ｊに記憶する処理を行
うと共に、出力停止処理をＣＰＵ２０ａが行うことを規定する。この出力停止処理とは、
出力していたコンテンツの出力を停止すると共に、テレビジョン装置１０の表示ソースを
チューナに切り替えさせる切替制御信号の出力する内容になっている。
【０１０５】
　なお、本実施形態は、見守りサービスに適用したものであるため、出力プログラムＰ１
１は、有線通信部２０ｃ又は無線通信部２０ｄから、メモリ２０ｊに記憶した回答の内容
を、ユーザ（見守られる人）を識別する情報と共に見守りサーバ２（図１参照）へ送信す
る処理をＣＰＵ２０ａが行うことも規定する。それにより、見守りサーバ２は、ユーザ（
見守られる人）の体調を毎朝午前中に把握できる。
【０１０６】
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　また、出力プログラムＰ１１は、メモリ２０ｊに回答の内容が記憶されている場合、外
部装置接続部２０ｂを通じて、電源オン通知又はソース切替通知を取得しても、ＣＰＵ２
０ａは、上述した出力条件に関する判断を行わないことを規定している。そのため、ユー
ザが、図７のコンテンツ画面５０で回答を行う操作（第１回答ボタン５０ａ又は第２回答
ボタン５０ｂの選択操作）を一旦行えば、その後は、ＣＰＵ２０ａはコンテンツを出力す
る処理を行うことが無くなり、ユーザは所望の表示ソースのコンテンツを閲覧できる。
【０１０７】
　さらに出力プログラムＰ１１は、現在の時刻が０時を超過したか否かをＣＰＵ２０ａが
判断することを規定しており、現在の時刻が０時を超過したと判断した場合、メモリ２０
ｊに記憶していた回答の内容をＣＰＵ２０ａがリセットすることを規定している。このよ
うな処理を出力プログラムＰ１１が規定することで、日付が変わると、再度、コンテンツ
の表示処理に関する出力条件の判断をＣＰＵ２０ａが行うことになり、そのため、ユーザ
は毎日、午前中に自身の体調を問う質問に回答する機会を有することになる。
【０１０８】
　図８～１０は、上述したテレビジョン装置１０及びＨＤＤレコーダ２０を接続したコン
テンツ表示システム１におけるコンテンツ表示方法の処理手順を示す第１～３フローチャ
ートである（各フローチャートにおいて、ＨＤＤレコーダ２０に関する処理手順について
はコンテンツ出力方法に相当する。以下、同様）。以下、これら第１～３フローチャート
に従ってコンテンツ表示方法（コンテンツ出力方法）の処理手順を説明していく。なお、
第１フローチャートの開始時において、テレビジョン装置１０はスタンバイ状態であり、
ＨＤＤレコーダ２０は電源オン状態になっているものとする。
【０１０９】
　まず、テレビジョン装置１０は、ユーザによる電源オン操作が有ったか否かを判断する
（Ｓ１）。電源オン操作が無い場合（Ｓ１：ＮＯ）、ユーザからの電源オン操作待ちとな
り、電源オン操作が有った場合（Ｓ１：ＹＥＳ）、電源オン状態に移行してテレビジョン
装置１０は第１接続部１７ａから電源オン通知を出力する（Ｓ２）。なお、テレビジョン
装置１０は、このように電源オン操作を受け付けることで、ラストチャンネル機能（前回
の電源オフ操作時に選局されていたチャンネルで選局を行う機能）等に基づき、所定のチ
ャンネルを選局して、そのチャンネルに応じたテレビジョン放送番組を表示画面１０ａに
表示することになる（図２の中の（１）の状態参照）。
【０１１０】
　一方、ＨＤＤレコーダ２０（コンテンツ出力装置）は最初の段階で、電源オン通知を取
得したか否かを判断しており（Ｓ１０）、電源オン通知を取得していない場合（Ｓ１０：
ＮＯ）、テレビジョン装置１０から電源オン通知が出力されるのを待つ状態となる。また
、電源オン通知を取得した場合（Ｓ１０：ＹＥＳ）、ＨＤＤレコーダ２０は、電源オン通
知を取得したときの状況が、記憶部２０ｋに記憶した出力条件２２（電源オン通知を取得
した時間が、６時～１０時に属するかという出力条件）に合致するか否かを判断する（Ｓ
１１）。
【０１１１】
　出力条件２２に合致しないと判断した場合（Ｓ１１：ＮＯ）、最初の電源オン通知を取
得したかを判断する段階（Ｓ１０）へ戻り、出力条件２２に合致すると判断した場合（Ｓ
１１：ＹＥＳ）、ＨＤＤレコーダ２０は出力処理を行い、切替制御信号及びコンテンツを
外部装置接続部２０ｂから順次出力する（Ｓ１２）。
【０１１２】
　また、テレビジョン装置１０は、テレビジョン放送番組を表示した状態で切替制御信号
及びコンテンツを、第１接続部１７ａを介して取得したか否かを判断しており（Ｓ４）、
少なくとも切替制御信号を取得しない場合（Ｓ４：ＮＯ）、テレビジョン放送番組の表示
を続けることになる（Ｓ７）。一方、切替制御信号等を取得した場合（Ｓ４：ＹＥＳ）、
テレビジョン装置１０は表示ソースを、ＨＤＤレコーダ２０が接続された第１接続部１７
ａへ切り替える処理を行い（Ｓ５）、ＨＤＤレコーダ２０から出力されたコンテンツを表
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示画面１０ａに表示出力する（Ｓ６）。このＳ６の段階の処理により、テレビジョン装置
１０の表示画面１０ａにはコンテンツ画面５０が表示される（図２の（２）の状態参照）
。
【０１１３】
　図９の第２フローチャートは、図８の第１フローチャートに示した処理で、テレビジョ
ン装置１０でテレビジョン放送番組を表示している状態（Ｓ７）又は図７のコンテンツ画
面５０を表示している状態（図６）で、ユーザが表示ソースの切替操作を行った場合の処
理内容を示すものである。まず、テレビジョン装置１０は、ユーザによる表示ソースの切
替操作を受け付けたか否かを判断する（Ｓ２０）。表示ソースの切替操作を受け付けない
場合（Ｓ２０：ＮＯ）、テレビジョン装置１０は、この第２フローチャートでは特に処理
を行わない（この場合は、図８の第１フローチャートで、テレビジョン装置１０が表示し
ていた内容が、そのまま継続される）。
【０１１４】
　また、表示ソースの切替操作を受け付けた場合（Ｓ２０：ＹＥＳ）、テレビジョン装置
１０は、第１接続部１７ａからソース切替通知を出力する（Ｓ２１）。なお、テレビジョ
ン装置１０は、このように表示ソースの切替操作を受け付けることで、切替操作に応じた
表示ソースに切り替える処理を行うと共に、切り替えた表示ソースに応じた内容を表示す
る（Ｓ２２）。例えば、図７に応じたコンテンツ画面５０を表示した状態で、表示ソース
をチューナに切り替える操作を受け付けると、テレビジョン装置１０は、前回、選局して
いたチャンネルを選局して、そのチャンネルのテレビジョン放送番組を表示することにな
る（図２の（３）の状態参照）。
【０１１５】
　一方、ＨＤＤレコーダ２０（コンテンツ出力装置）は、ソース切替通知を取得したか否
かを判断しており（Ｓ３０）、ソース切替通知を取得していない場合（Ｓ３０：ＮＯ）、
この第２フローチャートで、ＨＤＤレコーダ２０は特に処理を行わない。また、ソース切
替通知を取得した場合（Ｓ３０：ＹＥＳ）、ＨＤＤレコーダ２０は、ソース切替通知を取
得したときの状況が、記憶部２０ｋに記憶した出力条件２２（ソース切替通知を取得した
時間が、６時～１０時に属するかという出力条件）に合致するか否かを判断する（Ｓ３１
）。
【０１１６】
　出力条件２２に合致しないと判断した場合（Ｓ３１：ＮＯ）、この第２フローチャート
で、ＨＤＤレコーダ２０は特に処理を行わない。出力条件２２に合致すると判断した場合
（Ｓ３１：ＹＥＳ）、ＨＤＤレコーダ２０は出力処理を行い、切替制御信号及びコンテン
ツを外部装置接続部２０ｂから順次出力する（Ｓ３２）。
【０１１７】
　テレビジョン装置１０は、Ｓ２２の段階での表示を行っていた状態で切替制御信号及び
コンテンツを、第１接続部１７ａを介して取得したか否かを判断しており（Ｓ２３）、少
なくとも切替制御信号を取得しない場合（Ｓ２３：ＮＯ）、Ｓ２２の段階での表示を継続
する。一方、切替制御信号等を取得した場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、テレビジョン装置１０
は表示ソースを、ＨＤＤレコーダ２０が接続された第１接続部１７ａへ切り替える処理を
行い（Ｓ２４）、ＨＤＤレコーダ２０から出力されたコンテンツを表示画面１０ａに表示
出力する（Ｓ２５）。このＳ２５の段階の処理により、テレビジョン装置１０の表示画面
１０ａにはコンテンツ画面５０が表示される（図２の（４）の状態参照）。
【０１１８】
　図１０の第３フローチャートは、図８、９の第１、２フローチャートの処理を経て、テ
レビジョン装置１０に図７のコンテンツ画面５０が表示されている場合（図２の（２）又
は（４）に示す状態）の処理手順を示したものである。テレビジョン装置１０は、コンテ
ンツ画面５０での回答操作（第１回答ボタン５０ａ又は第２回答ボタン５０ｂの選択操作
）を受け付けたか否かを判断する（Ｓ４０）。回答操作を受け付けていない場合（Ｓ４０
：ＮＯ）、図９の第２フローチャートのＳ２０の段階（表示ソースの切替操作の有無を判
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断する段階）へ処理は移行する。
【０１１９】
　また、回答操作を受け付けた場合（Ｓ４０：ＹＥＳ）、テレビジョン装置１０は第１接
続部１７ａから、コンテンツ画面５０に含まれる質問に対する回答のあった旨の通知（「
よい」という第１回答ボタン５０ａを選択した旨の回答通知、又は「わるい」という第２
回答ボタン５０ｂを選択した旨の回答通知）を出力する（Ｓ４１）。
【０１２０】
　ＨＤＤレコーダ２０は、図９の第２フローチャートを経て、テレビジョン装置１０から
回答通知を取得したか否かを判断しており（Ｓ５０）、回答通知を取得した場合（Ｓ５０
：ＹＥＳ）、回答の内容をメモリ２０ｊに記憶し（Ｓ５１）、出力停止処理（コンテンツ
の出力停止と、表示ソースをチューナに切り替えるための切替制御信号の出力）を行う（
Ｓ５２）。
【０１２１】
　テレビジョン装置１０は、切替制御信号を取得したか否かを判断しており（Ｓ４２）、
取得していない場合（Ｓ４２：ＮＯ）、取得待ちの状態となり、また、切替制御信号を取
得した場合（Ｓ４２：ＹＥＳ）、表示ソースをチューナに切り替えて、前回、選局してい
たチャンネルに応じたテレビジョン放送番組を表示する（Ｓ４４）。
【０１２２】
　ＨＤＤレコーダ２０は、回答のあった旨の通知を取得していない場合（Ｓ５０：ＮＯ）
、又は出力停止処理（Ｓ５２）を行った後、現在の時刻が０時を超過したか否かを判断し
ており（Ｓ５３）、０時を超過したと判断した場合（Ｓ５３：ＹＥＳ）、メモリ２０ｊに
記憶していた回答の内容を削除してリセットする（Ｓ５４）。
【０１２３】
　また、テレビジョン装置１０は、テレビジョン放送番組を表示している状態で（Ｓ４４
）、ユーザから電源オフ操作を受け付けたか否かを判断しており（Ｓ４５）、電源オフ操
作を受け付けていない場合（Ｓ４５：ＮＯ）、テレビジョン放送番組を表示する処理の段
階（Ｓ４４）へ戻り、その表示を継続する。また、電源オフ操作を受け付けた場合（Ｓ４
５：ＹＥＳ）、テレビジョン装置１０は、電源オフ通知を第１接続部１７ａから出力する
（Ｓ４６）。この電源オフ通知の出力により、テレビジョン装置１０はスタンバイ状態へ
移行し、テレビジョン装置１０の処理は一旦、終了する。
【０１２４】
　また、ＨＤＤレコーダ２０は、現在の時刻が０時を超過していないと判断した場合（Ｓ
５３：ＮＯ）又は回答リセットの段階（Ｓ５４）の後で、電源オフ通知を取得したか否か
を判断する（Ｓ５５）。電源オフ通知を取得していない場合（Ｓ５５：ＮＯ）、図９の第
２フローチャートのＳ３０の段階（ソース切替通知の取得判断の段階）へ処理は移行する
。電源オフ通知を取得した場合（Ｓ５５：ＹＥＳ）、ＨＤＤレコーダ２０におけるコンテ
ンツ出力方法の処理を、ひとまず終了することになる。
【０１２５】
　このように本実施形態では、テレビジョン装置１０の電源オン操作を行ったときが、午
前中の６時～１０時の時間帯に属すれば（出力条件に合致すれば）、強制的に図７に示す
ようなコンテンツ画面５０がテレビジョン装置１０に表示されるので、テレビジョン装置
１０の電源オン操作に関連付けて、ユーザの体調を問う機会を確保できる。また、コンテ
ンツ画面５０等をテレビジョン装置１０で表示していた状態で、ユーザが表示ソースの切
替操作を行って他の表示ソースに応じた内容を表示しようとしたときが、午前中の６時～
１０時の時間帯に属すれば、この場合も、ＨＤＤレコーダ２０に応じた表示ソースに戻し
て強制的に図７のコンテンツ画面５０を表示するので、コンテンツ画面５０の質問にユー
ザが回答することを促すことができる。
【０１２６】
　さらに、コンテンツ画面５０の質問にユーザが一旦、回答を行えば、その後は、電源オ
ン操作又はソース切替操作を行ったときの状況が出力条件に合致しても、ＨＤＤレコーダ
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２０はコンテンツを出力しないので、コンテンツ画面５０が表示されなくなり、所望する
コンテンツを視聴する機会を確保しようとして、コンテンツ画面５０に邪魔されないよう
にユーザが質問に回答しようとする意識付けを高めることができる。なお、上記の説明は
一例であり、本実施形態においては各種変形例が想定できる。
【０１２７】
　例えば、上記の説明では、テレビジョン装置１０の第１接続部１７ａに接続されてコン
テンツを出力するコンテンツ出力装置をＨＤＤレコーダ２０にしたが、録画及び再生の両
方の機能を具備する録画再生装置（例えばＢＤレコーダ、ＤＶＤレコーダ）、再生機能の
みを有する再生装置（例えば、ＤＶＤプレーヤ等）、ケーブルテレビ用装置（例えば、ケ
ーブル経由で取得したコンテンツを提供するＣＡＴＶ用セットトップボックス等）、ネッ
トワーク用装置（例えば、ネットワーク経由で取得したコンテンツの提供を行うネットワ
ーク用セットトップボックス等）なども適用可能であり、これらの各種装置に、上述した
ＨＤＤレコーダ２０で説明した本発明に関する機能を具備することで、これらの各種装置
も本発明に用いることができる。
【０１２８】
　また、表示装置（テレビジョン装置１０）と、コンテンツ出力装置（ＨＤＤレコーダ２
０等）との接続は、ＨＤＭＩ(登録商標)系の規格によるものに限定されるものではなく、
接続される両方の装置が対応しているのであれば、両装置の接続には他の規格を用いるこ
とも可能である。適用可能な接続規格としては、ＵＳＢ（Universal Serial Bus　ユニバ
ーサル・シリアル・バス）系の規格、ＩＥＥＥ１３９４系の規格（例えば、i.LINK（登録
商標）、ＤＶ端子等）、無線による接続規格（例えば、Bluetooth（登録商標）、無線Ｕ
ＳＢ等）、通信経由による接続として有線通信系の規格（例えば、イーサネット(登録商
標)に応じた有線ＬＡＮ）及び無線通信系の規格（ＩＥＥＥ８０２．１１系の無線ＬＡＮ
等）が想定できる。但し、これらの規格を用いる場合でも、上述した説明と同様に、表示
装置は電源オン／オフ通知の出力、電源オン制御信号に基づく電源オン状態への移行、切
替制御信号に基づく表示ソースの切替制御等を上述した各規格の接続を通じて行う必要が
あり、コンテンツ出力装置も出力条件に応じたコンテンツ、切替制御信号の出力処理、出
力停止処理等を上述した各規格の接続を通じて行う必要がある。
【０１２９】
　さらに、表示装置としては、テレビジョン装置以外のものを適用することも可能であり
、基本的にコンテンツが表示可能であると共に、上述した各規格に応じた接続部を有して
コンテンツ出力装置と接続可能なものであれば、本発明に用いることができ、具体的には
、コンピュータのモニタ装置、プロジェクタ装置、ノート型パソコン、タブレット端末、
スマートホン等の通信端末等が想定できる。
【０１３０】
　また、表示装置の表示ソースが単一であり、外部機器との接続用の接続部が一つである
場合、出力処理を行うときに（例えば、図８のＳ１２の段階の出力処理、図９のＳ３２の
出力処理等）、コンテンツ出力装置は切替制御信号を出力することを省略でき、それに応
じて表示装置側も切替制御信号に基づく表示ソースの切替処理等を省略できる（例えば、
図８のＳ５の表示ソース切替、図９のＳ２４の表示ソース切替等）。
【０１３１】
　さらに、表示装置が複数の表示ソースに対応する場合でも、コンテンツ出力装置として
ケーブルテレビ用装置（例えば、ＣＡＴＶ用セットトップボックス等）等を用いて、表示
装置がコンテンツ出力装置に応じた表示ソースの外部接続部を固定的に使うときなども、
上述した表示装置の表示ソースとして外部機器用の接続部が一つである場合と同様に、コ
ンテンツ出力装置の切替制御信号の出力等を省略することが可能となる。
【０１３２】
　また、本発明を適用するシステムの処理を簡易にする場合などには、コンテンツ出力装
置からのコンテンツ出力処理については、テレビジョン装置１０の電源オン操作が行われ
たときに出力条件が合致するときに絞り、ソース切替操作が行われたときに出力条件が合
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致するときの処理を省略することが可能であり、また、逆に、コンテンツ出力装置からの
コンテンツ出力処理については、テレビジョン装置１０のソース切替操作が行われたとき
に出力条件が合致するときに絞り、電源オン操作が行われたときに出力条件が合致すると
きの処理を省略するようにしてもよい。
【０１３３】
　さらに、ソース切替操作が行われた旨の通知を取得したときは、出力条件に関する判断
を行わずに、ソース切替操作が行われた旨の通知の取得に連動して、コンテンツの出力、
又は切替制御信号とコンテンツの出力を行うようにしてもよい。さらにまた、出力条件の
内容は、上述した各通知を取得したときが特定の時間帯（例えば、午前中の６時～１０時
の時間帯）に属するか否かというものに限定されることはなく、他の条件内容を適用する
ことも勿論可能である。
【０１３４】
　図１１（ａ）、（ｂ）に示すフローチャートの一部は、出力条件の内容として、上述し
た各通知を取得したときにおけるコンテンツの出力回数が、基準回数に達するか否かとい
うものを用いた場合に、図８、９等の第１、２フローチャートに追加される処理に応じた
変形例を示したものであり、この変形例では、コンテンツの出力回数（出力をカウントし
た回数）が、基準回数に達しなければ、出力条件に合致するとしている。この変形例の具
体的なイメージとしては、例えば、基準回数として４回を設定した場合、ユーザが電源オ
ン操作又はソース切替操作を行ったときに、図７に示すようなコンテンツ画面５０の表示
回数が４回に達するまでは、上記の各操作を行うごとに、コンテンツ画面５０が表示され
ることになり、表示回数が４回に達すれば、その後は、上記の各操作を行っても、コンテ
ンツ画面５０が表示されないようになる。
【０１３５】
　上記のようなイメージの変形例を実現するために、ＨＤＤレコーダ２０（コンテンツ出
力装置）は、出力条件２２として、電源オン通知又はソース切替通知を取得したときの、
コンテンツ画面５０に応じたコンテンツの出力回数が基準回数に達するか否かという内容
を記憶することになり、また、基準回数も予めシステムの仕様等に応じて所定の回数（例
えば、４回等）を設定して、メモリ２０ｊに記憶しておく。さらに、ＨＤＤレコーダ２０
の出力プログラムＰ１１も、コンテンツ画面５０に応じたコンテンツの出力処理を行うご
とに、ＣＰＵ２０ａがコンテンツの出力回数を１つカウントし（カウントアップ）、カウ
ントした数（トータルのカウント回数）をメモリ２０ｊに記憶する処理を行うことを規定
し、さらに、日付が変わると（０時を超過すると）、メモリ２０ｊに記憶していたカウン
ト回数をＣＰＵ２０ａが消去してリセットすることも規定する。
【０１３６】
　上述したコンテンツの出力回数のカウントに係る変形例における図８、９の第１、２フ
ローチャートの処理概要は、１日の最初の電源オン操作が行われた場合、コンテンツ出力
に係るカウント回数は０回であるから、図８の第１フローチャートにおける出力条件の判
断は（Ｓ１１）、出力条件に合致することになり（Ｓ１１：ＹＥＳ）、それにより、コン
テンツ等の出力処理が行われるが（Ｓ１２）、この変形例の場合、図１１（ａ）に示すよ
うに、出力処理（Ｓ１２）の後に、コンテンツ出力のカウント処理を行い（Ｓ６０）、出
力回数を１回カウントして、カウントした合計のカウント回数をメモリ２０ｊに記憶する
ことになる。
【０１３７】
　また、図９の第２フローチャートにおける出力条件の判断も（Ｓ３１）、上記と同様に
なり、出力条件に合致した場合は（Ｓ３１：ＹＥＳ）、コンテンツ等の出力処理が行われ
るが（Ｓ３２）、この変形例の場合、図１１（ａ）に示すように、その出力処理（Ｓ３２
）の後に、コンテンツ出力のカウント処理を行う（Ｓ６０）。なお、この変形例を用いた
場合の図１０の第３フローチャートにおいては、０時を超過したか否かの判断（Ｓ５３）
で、０時を超過したと判断された場合（Ｓ５３：ＹＥＳ）、図１１（ｂ）に示すように、
メモリ２０ｊに記憶していたカウント回数をリセットすることになる（Ｓ６１）。
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【０１３８】
　なお、上述したコンテンツの出力回数のカウントに係る変形例の出力条件は、さらに他
の出力条件と組み合わせて用いることも可能であり、例えば、各通知を取得したときが特
定の時間帯に属するかという条件内容と、カウント回数が基準回数に達するかという条件
内容を組み合わせた出力条件を用いることも可能である。この場合は、ユーザが電源オン
操作をしたときが、例えば特定の時間帯として午前中の６時～１０時の時間帯に属すると
共に、それまでのコンテンツの出力回数が４回に達していなければ、出力条件に合致し、
コンテンツを出力することになる。コンテンツの出力回数のカウントに係る変形例も、上
述した本発明を適用するシステムの処理を簡易にする場合などに説明したように、電源オ
ン操作があった場合のみ、又はソース切替操作があった場合のみの仕様に用いることも可
能である。
【０１３９】
　また、ＨＤＤレコーダ２０の情報コンテンツテーブルＴ１０に格納されるコンテンツは
、図７に示すコンテンツ画面５０に応じたコンテンツに限定されるものではなく、他の内
容のコンテンツも適用可能であり、例えば、本発明に係るコンテンツ表示システム１の適
用対象が、見守りサービスとは異なる他の種類のサービスであれば、その他の種類のサー
ビスに応じた情報をユーザに提示するためのコンテンツとして用することになる。また、
コンテンツは、ユーザ操作の受付が可能な受付部（例えば、図７に示す第１回答ボタン５
０ａ、第２回答ボタン５０ｂ）に応じたものを含まないようすることも可能であり、この
ような受付部を含まないようにしたコンテンツは、ユーザへの情報提示を目的としたもの
になる。
【０１４０】
　図１２（ａ）は、本発明に係るコンテンツ表示システム１を、小学生等の児童がいる家
庭向けサービスに適用した場合に提示するコンテンツに応じたコンテンツ画面５１を示し
ている。このコンテンツ画面５１は、児童の宿題、明日の持ち物という特定の事項に対し
てユーザが確認するための情報確認画面となっており、今日の宿題が済んだことをチェッ
クするための第１チェックボックス５１ａ、明日の持ち物を準備したことをチェックする
ための第２チェックボックス５１ｂ、行うべき特定の事項が完了したことを確認する場合
に選択操作がなされる第１操作ボタン５１ｃ（確認受付部に相当）、及び行うべき特定の
事項に対する確認を保留する場合に選択操作がなされる第２操作ボタン５１ｄ（保留受付
部に相当）を含んでいる。
【０１４１】
　第１、２チェックボックス５１ａ、５１ｂは、テレビジョン装置１０の操作部１６又は
リモコン装置１９の上下キー、決定キー等を操作することで、チェックを入れることが可
能となっており、「おわった」という表示に応じた第１操作ボタン５１ｃ（確認ボタン）
は、これら各チェックボックス５１ａ、５１ｂの全てにチェックが入った状態になると、
ユーザ選択操作を受け付けることが可能な状態になるようにしてある（各チェックボック
ス５１ａ、５１ｂにチェックが入る前は、第１操作ボタン５１ｃはアクティブになってお
らず、選択できない状態になっている）。また、「あとで」という表示に応じた第２操作
ボタン５１ｄ（保留ボタン）は、各チェックボックス５１ａ、５１ｂの全てにチェックが
入る前まで、ユーザ選択操作を受け付けることが可能な状態になるようにしてある（各チ
ェックボックス５１ａ、５１ｂにチェックが入ると、第２操作ボタン５１ｄはアクティブ
な状態から非アクティブになって、選択できない状態に変化する）。
【０１４２】
　また、図１２（ｂ）は、図１２（ａ）のコンテンツ画面５１で第２操作ボタン５１ｄの
選択操作が行われた場合、テレビジョン装置１０に表示される保留用コンテンツ画面５２
を示している。この保留用コンテンツ画面５２は、「３０分間だけ入力切替操作が可能で
す。※その後は、強制切替されます。」というテキストを含んだものになっている。よっ
て、本発明に係るコンテンツ表示システム１を、小学生等の児童がいる家庭向けサービス
に適用した場合、ＨＤＤレコーダ２０の情報コンテンツテーブルＴ１０には、コンテンツ
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画面５１、５２に応じたコンテンツが格納されることになる。
【０１４３】
　家庭向けサービスに適用したコンテンツ表示システム１のＨＤＤレコーダ２０は、基本
的に上述した内容と同等であり、出力条件２２の内容は、図１２（ａ）に応じたコンテン
ツ画面５１を提示するために、小学生等の児童の放課後から就寝前の時間帯にあわせて１
５時～２２時の時間帯を特定の時間帯として設定したものとなっている。また、出力終了
条件２３は、コンテンツ画面５１の第１操作ボタン５１ｃの選択操作を受け付けた旨を示
す通知を、ＨＤＤレコーダ２０が外部装置接続部２０ｂを介して取得したか否かという条
件内容になっている。
【０１４４】
　さらに、ＨＤＤレコーダ２０の出力プログラムＰ１１は、コンテンツ画面５１の第２操
作ボタン５１ｄ（保留ボタン）の操作に応じた処理を追加で規定したものとなっており、
第２操作ボタン５１ｄの選択操作を受付けた旨を示す通知（保留通知）を取得すると、所
定の時間（例えば、３０分間）だけ、ＣＰＵ２０ａが出力条件２２に係る判断処理を行わ
ないことを規定すると共に、図１２（ｂ）の保留用コンテンツ画面５２に応じたコンテン
ツを出力することを規定する。さらにまた、出力プログラムＰ１１は、第１操作ボタン５
１ｃ（確認ボタン）の選択操作を受け付けた旨を示す通知（確認通知）を取得すれば、そ
の後、電源オン操作又はソース切替操作に係る通知を取得しても、ＣＰＵ２０ａは、出力
条件２２に係る判断処理を行わないことを規定する。
【０１４５】
　上述した出力条件２２、出力終了条件２３、及び出力プログラムＰ１１の内容により、
１５時～２２時の時間帯で、ユーザが電源オン操作又はソース切替操作を行うと、図８、
９に示す各フローチャートに従って、テレビジョン装置１０には図１２（ａ）のコンテン
ツ画面５１が提示されることになる。また、このコンテンツ画面５１で各チェックボック
ス５１ａ、５１ｂに係る特定の事項（今日の宿題、明日の持ち物の内容）に対してユーザ
が確認したことに応じて（各チェックボックス５１ａ、５１ｂの全てにチェックが入れら
れたことに応じて）、第１操作ボタン５１ｃがユーザの選択操作を受け付けた場合、図１
０に示す第３フローチャートに従ってコンテンツ画面５１の提示が終了することになる。
【０１４６】
　さらに、第１操作ボタン５１ｃの選択操作が一旦行われると（ＨＤＤレコーダ２０が確
認通知を取得すると）、それ以降、ＨＤＤレコーダ２０は、ユーザが電源オン操作又はソ
ース切替操作を行って、これらの操作に関する通知を取得しても、出力条件に関する判断
を行わないので、コンテンツ画面５１はテレビジョン装置１０で表示されなくなる。
【０１４７】
　図１３の第４フローチャートは、図１２（ａ）のコンテンツ画面５１の第２操作ボタン
５１ｄ（保留ボタン）の操作に関する処理手順（コンテンツ表示方法、コンテンツ出力方
法の処理手順）を示したものであり、図８、９の各フローチャートの処理を経て、図１２
（ａ）のコンテンツ画面５１が表示された状態で、テレビジョン装置１０側の処理は、図
１０の第３フローチャートのＳ４０の段階でＮＯとなった後に挿入される処理となり、Ｈ
ＤＤレコーダ２０側の処理は、図１０の第３フローチャートのＳ５５の段階でＮＯとなっ
た後に挿入される処理になる。
【０１４８】
　すなわち、テレビジョン装置１０は、図１２（ａ）のコンテンツ画面５１で「あとで」
に応じた保留ボタン（第２操作ボタン５１ｄ）の選択操作を受け付けたか否かを判断して
おり（Ｓ７０）、選択操作を受け付けていない場合（Ｓ７０：ＮＯ）、図９の第２フロー
チャートのＳ２０の段階へ移行し、選択操作を受け付けた場合（Ｓ７０：ＹＥＳ）、保留
ボタンが操作された旨の通知（保留通知）をＨＤＤレコーダ２０へ出力する（Ｓ７１）。
【０１４９】
　一方、ＨＤＤレコーダ２０は、保留通知を取得したか否かを判断しており（Ｓ８０）、
取得していない場合（Ｓ８０：ＮＯ）、図９の第２フローチャートのＳ３０の段階へ移行
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し、選択操作を受け付けた場合（Ｓ８０：ＹＥＳ）、保留通知があった旨をメモリ２０ｊ
に記憶し（Ｓ８１）、ＣＰＵ２０ａは計時機能により、計時を開始し（Ｓ８２）、それか
ら図１２（ｂ）に保留用コンテンツ画面５２に応じたコンテンツを出力する（Ｓ８３）。
【０１５０】
　そして、テレビジョン装置１０は、ＨＤＤレコーダ２０から出力されたコンテンツに基
づき図１２（ｂ）の保留用コンテンツ画面５２を表示し（Ｓ７２）、それから、ユーザか
らの表示ソースの切替操作を受け付けたか否かを判断する（Ｓ７３）。ソース切替操作を
受け付けていない場合（Ｓ７３：ＮＯ）、ソース切替操作の受付待ちの状態となり、ソー
ス切替操作を受け付けた場合（Ｓ７３：ＹＥＳ）、テレビジョン装置１０は、表示ソース
の切替処理を行って、ソース切替通知をＨＤＤレコーダ２０へ出力すると共に（Ｓ７４）
、その切り替えた表示ソースに応じたコンテンツを表示する（Ｓ７５）。
【０１５１】
　また、ＨＤＤレコーダ２０は、計時した時間が所定の時間（例えば、３０分）に達した
か否か（所定の時間を経過したか否か）を判断しており（Ｓ８４）、計時時間が所定の時
間を超過していない場合（Ｓ８４：ＮＯ）、超過待ちの状態となり、超過した場合（Ｓ８
４：ＹＥＳ）、切替制御信号とコンテンツ（図１２（ａ）のコンテンツ画面５１に応じた
コンテンツ）の出力処理を行う（Ｓ８５）。なお、Ｓ８５の段階の後のＨＤＤレコーダ２
０の処理は、図１０の第３フローチャートのＳ５０の段階へ進むことになる。
【０１５２】
　テレビジョン装置１０は、切替制御信号とコンテンツを取得したか否かを判断しており
（Ｓ７６）、取得していない場合（Ｓ７６：ＮＯ）、Ｓ７５の段階へ戻り、切り替えた表
示ソースに応じたコンテンツの表示を継続することになる。また、切替制御信号とコンテ
ンツを取得した場合（Ｓ７６：ＹＥＳ）、表示ソースをＨＤＤレコーダ２０と接続された
第１接続部１７ａに切り替えて（Ｓ７７）、図１２（ａ）のコンテンツ画面５１を表示す
ることになる（Ｓ７８）。なお、コンテンツ画面５１の提示の後のテレビジョン装置１０
の処理は、図１０の第３フローチャートのＳ４０の段階へ進むことになる。
【０１５３】
　なお、コンテンツ画面５１の保留ボタン（第１操作ボタン５１ｄ）の操作可能な回数は
、何回も保留するような事態が生じるのを防ぐために、１回に制限することが好適であり
、このように制限する場合は、メモリ２０ｊに保留通知のあった旨が記憶されている場合
に出力するコンテンツ画面５１に応じたコンテンツの中身は、第１操作ボタン５１ｄを省
略した内容にするか、又は、メモリ２０ｊに保留通知のあった旨が記憶されていれば、そ
もそも図１３のＳ８０の段階の処理を行わず、即座に、図９の第２フローチャートのＳ３
０の段階へ進むようにしてもよい。また、家庭向けサービスに適用した場合に提示するコ
ンテンツ画面５１に関する変形例の内容は、上述した各種変形例とも組み合わせることも
勿論可能である。
【実施例２】
【０１５４】
　図１４は、本発明の第２実施形態に係るコンテンツ表示システム１００の全体的な構成
を示している。第２実施形態は、表示するコンテンツをコンテンツ出力装置（例えば、Ｈ
ＤＤレコーダ２０）が記憶するものに限定するのではなく、コンテンツ出力装置の外部か
ら取得した情報を利用したことが特徴になっており、情報の取得先として、図１４に示す
コンテンツ表示システム１００では、表示装置（例えば、テレビジョン装置１０）及びコ
ンテンツ出力装置が設置される家屋に設けられたホームネットワークのホームサーバ１０
１を対象にしている。以下、第２実施形態の内容を説明していくが、第２実施形態におい
て、ホームサーバ１０１以外の他の部分のハード的な構成は基本的に第１実施形態と同様
にしているので、同様な部分の各符号は第１実施形態と同じ数字を用いる。
【０１５５】
　図１４に示すホームサーバ１０１は、ホームネットワークとして家庭内の各種状況を管
理するシステム（例えば、Home Management System）に応じたものとなっており、そのた
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め、ホームサーバ１０１には、固定電話機１１０、照明器具１１１、ガスの使用状況を検
知するガス管理センサ１１２、太陽光発電システム等を備えた家庭内の電力量発生量・消
費量等を管理する電力管理センサ１１３、家屋内の気温（室温）を測定する室温センサ１
１４、家屋内の湿度を測定する湿度センサ１１５、家屋内に設置された警備システムを管
理する警備コントローラ１１６、ユーザが使用するパーソナルコンピュータ（パソコン１
１７と称す）、炊飯器、エアコン、冷蔵庫等の各種電気機器１１８等が有線又は無線によ
りネットワーク接続されている。ホームサーバ１０１は、ネットワーク接続されたこれら
の機器１１０等から出力される情報（機器の作動状況、検知結果、管理内容等）を取得し
ており、その取得した各種情報をコンテンツ出力装置へ随時出力すると共に、コンテンツ
出力装置からの情報要求に応じても出力可能になっている。
【０１５６】
　第２実施形態のコンテンツ表示システム１００に用いる表示装置及びコンテンツ出力装
置については、基本的に上述した第１実施形態と同様に、テレビジョン装置１０及びＨＤ
Ｄレコーダ２０を用いている。ただし、ＨＤＤレコーダ２０については、図６に示す有線
通信部２０ｃに通信ケーブルを接続し、その通信ケーブルを図示しないルータ等を介して
最終的にホームサーバ１０１と接続している。また、ＨＤＤレコーダ２０については、記
憶部２０ｋに記憶される出力プログラムＰ１１の規定内容が第２実施形態に応じたものに
なっており、ホームサーバ１０１から取得した情報に基づいたコンテンツをＣＰＵ２０ａ
が生成する処理を新たに規定しており、生成したコンテンツはメモリ２０ｊ又は記憶部２
０ｋに記憶保存する処理も規定している。
【０１５７】
　図１５に示すコンテンツ画面１３０は、固定電話機１１０からホームサーバ１０１が取
得した情報に基づきＨＤＤレコーダ２０（ＣＰＵ２０ａ）が生成したコンテンツに応じた
ものである。このコンテンツ画面１３０は、固定電話機１１０の留守番電話機能に応じた
録音の有無を示す内容になっており、録音ごとに、状態を示す内容として、「新着」を示
す新着欄１３０ａ、又は「再生済み」を示す再生済み欄１３０ｂ、１３０ｃを配置すると
共に、選択可能な再生ボタン１３０ｄ～１３０ｆを配置したものになっている。ホームサ
ーバ１０１は、図１５に示すような内容を表示するための情報を固定電話機１１０から取
得して、ＨＤＤレコーダ２０へ送信する。
【０１５８】
　また、ＨＤＤレコーダ２０は、ホームサーバ１０１から固定電話機１１０用の情報を取
得すると、図１５のコンテンツ画面１３０を表示するためのコンテンツを生成することに
なり、この場合、録音内容については、電話を受けたとき（着呼のあったとき）の日付及
び相手先の電話番号を示すと共に、再生ボタン１３０ｄ～１３０ｆの選択があったときは
、ホームサーバ１０１を介して、固定電話機１１１へ指定した録音の再生指示を出力する
ことになる。また、再生ボタン１３０ｄ～１３０ｆの選択があった録音については、状態
を再生済みの内容に変更することもＨＤＤレコーダ２０は行う。
【０１５９】
　このようなコンテンツ画面１３０を表示するための処理内容（図８～１０等の各フロー
チャートにおける出力処理、出力終了処理等を含む処理内容）は基本的に第１実施形態と
同様であるが、テレビジョン装置１０からの通知を取得したときのＨＤＤレコーダ２０の
出力条件２２及び出力終了条件２３の条件内容が、コンテンツ画面１３０に応じた第２実
施形態向けの中身になる。
【０１６０】
　すなわち、ＨＤＤレコーダ２０の出力条件２２は、記憶部２０ｋ等の中で出力対象とな
る生成したコンテンツとして、ユーザ操作の受付が可能な受付部（例えば、再生ボタン１
３０ｄ～１３０ｆが該当）を含むものが存在するか否かという条件内容となり、そのよう
なコンテンツが存在すれば、出力条件に合致することになる。また、出力終了条件２３と
しては、録音ごとの状態を示す内容が全て「再生済み」になっていれば、出力終了条件２
３に合致し、図１５に示すコンテンツ画面１３０に応じたコンテンツの出力を終了するこ
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とになると共に、録音ごとの状態を示す内容が全て「再生済み」になっていれば、ユーザ
がテレビジョン装置１０の電源オン操作又はソース切替操作を行っても、コンテンツ画面
１３０を表示するための処理をＨＤＤレコーダ２０は行わない。
【０１６１】
　また、第２実施形態において生成されるコンテンツも、図１５に示すコンテンツ画面１
３０に応じたものに限定されず、固定電話機１１０以外の他の機器１１１等からの情報に
基づくコンテンツも当然含まれる。
【０１６２】
　図１６（ａ）～（ｄ）は、ホームサーバ１０１より送信された他の機器１１１等からの
情報に基づきＣＰＵ２０ａが作成したコンテンツに応じたコンテンツ画面１３１～１３４
の例を示している。図１６（ａ）のコンテンツ画面１３１は、ホームサーバ１０１が電力
管理センサ１１３の情報として、太陽光発電システムにおける１日の発電量及び消費電力
を出力してきた場合にＨＤＤレコーダ２０で生成されたコンテンツに応じたものである。
このような情報を取得したＨＤＤレコーダ２０は、その情報に含まれる発電量及び消費電
力の数値を含むコンテンツをＣＰＵ２０ａが作成することになる。この場合、「本日の発
電量」、「ｋｗ」、「本日の消費電力」等のテキストは予め記憶部２０ｋに記憶されてい
るものとし、ＣＰＵ２０ａは取得した発電量及び消費電力の数値と、記憶している各種テ
キスト等を組み合わせて、コンテンツ画面１３１に応じたコンテンツを生成し、その生成
したコンテンツをテレビジョン装置１０へ出力することで、テレビジョン装置１０には、
図１６（ａ）に示すようなコンテンツ画面１３１が表示される。
【０１６３】
　また、図１６（ｂ）のコンテンツ画面１３２は、パソコン１１７にユーザのスケジュー
ルが管理されており、翌日のユーザのスケジュール情報がホームサーバ１０１から出力さ
れてきた場合に表示されるものである。このコンテンツ画面１３２の場合、ＨＤＤレコー
ダ２０は、「１０月１４日午前１０時会議」というスケジュール情報をホームサーバ１０
１から取得することになり、その他の「です。」等のテキストが記憶部２０ｋに記憶され
ているので、取得したスケジュール情報と記憶部２０ｋに記憶されているテキストを用い
てコンテンツ画面１３２に応じたコンテンツをＣＰＵ２０ａが生成することになる。
【０１６４】
　さらに、図１６（ｃ）のコンテンツ画面１３３は、電気機器１１８として炊飯器からの
予約タイマーが未設定の状況情報をホームサーバ１０１が取得した場合に表示される例を
示している。この例の場合、ホームサーバ１０１は「炊飯器：予約タイマー未設定」とい
うことを示す情報（コード情報）をＨＤＤレコーダ２０に出力する。ＨＤＤレコーダ２０
は記憶部２０ｋに予め各種コード情報に対応する情報テキストを記憶しており、例えば、
上記の「炊飯器：予約タイマー未設定」というコード情報には、「炊飯器の予約タイマー
を入れてください。」という情報テキストが対応づけて記憶されており、この対応付けら
れた情報テキストを記憶部２０ｋから読み出して、図１６（ｃ）に示すコンテンツ画面１
３３に応じたコンテンツをＣＰＵ２０ａが生成することになる。
【０１６５】
　さらにまた、図１６（ｄ）のコンテンツ画面１３４は、照明器具１１１として浴室に設
置された照明器具の点灯が継続している状況情報をホームサーバ１０１が取得した場合に
表示される例を示している。この例の場合、ホームサーバ１０１は「浴室照明：点灯」と
いうことを示す情報（コード情報）をＨＤＤレコーダ２０に出力し、ＨＤＤレコーダ２０
は記憶部２０ｋに予め記憶された「浴室照明：点灯」を示すコード情報に対応づけられた
情報テキスト（浴室の照明を消してください。）を読み出して、図１６（ｄ）に示すコン
テンツ画面１３４に応じたコンテンツを生成することになる。
【０１６６】
　また、これらコンテンツ画面１３１～１３４は、いずれもユーザ操作の受付が可能な確
認ボタン１３１ａ～１３４ａ（受付部に相当）を含んでおり、これらの確認ボタン１３１
ａ～１３４ａの選択操作が有った旨の通知をＨＤＤレコーダ２０が取得すると、出力終了
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条件２３が満たされることになる。なお、ＨＤＤレコーダ２０は、図１５及び図１６（ａ
）～（ｄ）の各種コンテンツ画面１３０～１３４に応じたコンテンツが出力対象となって
いるとき等は、出力するコンテンツを選択するためのメニュー画面等をテレビジョン装置
１０で表示し、そのメニュー画面等におけるユーザ選択に応じて、複数の出力対象のコン
テンツから実際に出力するコンテンツを選別してもよく、また別の出力の仕方としては、
コンテンツの生成順等にあわせて順次、コンテンツを出力するようにしてもよい。
【０１６７】
　このように第２実施形態におけるコンテンツ表示システム１００では、図１５、図１６
（ａ）～（ｄ）に示すコンテンツ画面１３０～１３４等が表示されるので、ユーザの生活
に密着した有益な各種情報を提示できるというメリットがある。なお、図１５、図１６（
ａ）～（ｄ）に示したコンテンツ画面１３０等による内容は一例にすぎず、他の例として
は、ガスの消し忘れ、持ち物（財布、携帯電話、カバン、ＩＤカード）等の提示等が考え
られ、このような各種コンテンツは、出力条件２２が出力条件として複数の時間帯を設定
し、時間帯ごとに出力するコンテンツの種類を適宜切り替えるようにしてもよい。
【０１６８】
　例えば、朝の６時～８時の時間帯は今日の予定に関するコンテンツを出力し、夜の８時
以降は明日の予定に関するコンテンツを出力し、また就寝前の時間帯であれば、１日の総
括に関するコンテンツ（例えば、図１６（ａ）の１日の電力に関する情報等）を出力する
ことや、戸締まり、電気の消し忘れ等のコンテンツを出力すること等が好適となる。また
、出勤時等の外出時間帯においても警備システムのセットを促すことに関するコンテンツ
、電気の消し忘れ等に関するコンテンツの出力も好適である。さらに、ホームサーバ１０
１が見守りシステムにも関連する処理を行っている場合は、室温・湿度等に基づくコンテ
ンツを出力して家庭内に居るユーザに対して室内の環境に注意を促すことも好適である。
【０１６９】
　また、コンテンツ出力装置（ＨＤＤレコーダ２０）が外部から情報を取得するのは、ホ
ームサーバ１０１に限定されるものではなく、情報を出力できる装置・機器であれば、そ
れらの装置・機器を外部からの情報取得先にすることができ、例えば、簡易な例であれば
、各種コンテンツ・情報等を記憶した記憶媒体（ＵＳＢメモリ、メモリカード等）から、
情報を取得するようにしてもよい。
【０１７０】
　図１７は、第２実施形態における外部からの情報の取得先の変形例のコンテンツ表示シ
ステム１５０を示しており、この変形例では、広域のネットワーク（例えば、インターネ
ット）等に接続されたウェブサーバ２０１、２０２、２０３等からコンテンツ出力装置（
ＨＤＤレコーダ２０）が情報を取得することになる（ＨＤＤレコーダ２０は、有線通信部
２０ｃ又は無線通信部２０ｄにより、広域のネットワークを介して各ウェブサーバ２０１
等と接続を確立する）。この変形例の場合、ＨＤＤレコーダ２０の出力プログラムＰ１１
は、所定の時刻又は所定の時間間隔で、各ウェブサーバ２０１等に応じたＵＲＬへアクセ
スして、各ウェブサーバ２０１等が配信する情報を取得することを規定しており、より多
くの様々な情報をコンテンツとしてユーザに提示することを可能にする。
【０１７１】
　このようにウェブサーバ２０１等から取得する情報の例としては、天気予報、各種ニュ
ース、株価、スポーツの試合結果、映画・コンサート情報、ＳＮＳの最新情報等があり、
また、ウェブサーバが見守りサービスの見守りサーバに該当する場合は見守りサービスに
関する各種情報も提供できるようになる。図１７に示すウェブサーバ２０１等の変形例は
、図１４に示すホームサーバ１０１に示すシステムと組み合わせて、ホームサーバ１０１
及びウェブサーバ２０１等の両方からの情報に基づくコンテンツを表示する仕様にするこ
とも可能である。なお、第２実施形態は、上述した内容以外は第１実施形態と同様であり
、第１実施形態で説明した各種変形例も適用可能である。
【実施例３】
【０１７２】
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　図１８の第５フローチャートは、本発明の第３実施形態に係るコンテンツ表示システム
の処理手順を示しており、第３実施形態は、表示装置（例えば、テレビジョン装置１０）
に対する電源オン操作ではなく、コンテンツ出力装置（例えば、ＨＤＤレコーダ２０）に
対する電源オン操作が行われたとき、出力対象のコンテンツに、ユーザ操作の受付が可能
な受付部を含むコンテンツが存在するか否かを判断し、存在すれば、そのようなコンテン
ツを表示するようにしたことが特徴になっている。以下、第３実施形態の内容を説明して
いくが、第３実施形態については、ハード的な構成を第１実施形態と同様にしているので
、各符号は第１実施形態と同じ数字を用いている。
【０１７３】
　まず、第３実施形態でも図１に示す第１実施形態の場合と同様に、表示装置としてテレ
ビジョン装置１０を用いると共に、コンテンツ出力装置としてＨＤＤレコーダ２０を用い
て、コンテンツ表示システムを形成している。第３実施形態では、図６に示すＨＤＤレコ
ーダ２０の記憶部２０ｋに記憶される出力プログラムＰ１１の規定内容が、第１実施形態
と異なっており、この第３実施形態用の出力プログラムＰ１１の規定内容に従ってＣＰＵ
２０ａが制御を行うことで、ＨＤＤレコーダ２０に対する電源オン操作を受け付けた場合
、図７、図１２（ａ）（ｂ）、図１５、図１６（ａ）～（ｄ）に示すようなコンテンツ画
面５０等に応じたコンテンツが出力対象として存在すれば、そのようなコンテンツ（情報
）に応じたコンテンツ画面を、テレビジョン装置１０に表示できるようにしている。
【０１７４】
　このようなコンテンツの存在の有無を第３実施形態では出力条件２２の条件内容として
おり、コンテンツが有れば、出力条件２２に合致すると判断することになる。以下、図１
８の第５フローチャートに従って、第３実施形態におけるコンテンツ表示方法の処理手順
（ＨＤＤレコーダ２０におけるコンテンツ出力方法の処理手順）を説明していく（なお、
第５フローチャートのスタートの時点で、テレビジョン装置１０及びＨＤＤレコーダ２０
はスタンバイ状態である）。
【０１７５】
　まず、ＨＤＤレコーダ２０は、ユーザから電源オン操作を受け付けたか否かを判断して
おり（Ｓ９０）、電源オン操作を受け付けていない場合（Ｓ９０：ＮＯ）、電源オン操作
待ちとなる。また、電源オン操作を受け付けた場合（Ｓ９０：ＹＥＳ）、出力条件２２に
合致するか否かをＨＤＤレコーダ２０は判断する（Ｓ９１）。この第３実施形態では、出
力条件２２として、電源オン操作を受け付けた場合、ユーザ操作の受付が可能な受付部を
含むコンテンツが記憶部２０ｋの中で出力対象として存在するか否か（記憶されているか
否か）を判断しており、存在しないと判断した場合（Ｓ９１：ＮＯ）、最初のＳ９０の段
階へ処理が戻る。
【０１７６】
　また、ＨＤＤレコーダ２０が、そのようなコンテンツが出力対象として存在すると判断
した場合（Ｓ９１：ＹＥＳ）、テレビジョン装置１０を電源オン状態にするための電源オ
ン制御信号、切替制御信号、及び出力対象として存在するコンテンツをテレビジョン装置
１０へ出力する出力処理を行うことになる（Ｓ９２）。
【０１７７】
　一方、テレビジョン装置１０は、ＨＤＤレコーダ２０から切替制御信号、電源オン制御
信号等を取得したか否かを判断しており（Ｓ１００）、切替制御信号、電源オン制御信号
等を取得していない場合（Ｓ１００：ＮＯ）、取得待ちの状態となる。また、切替制御信
号、電源オン制御信号等を取得した場合（Ｓ１００：ＹＥＳ）、テレビジョン装置１０は
、まず、取得した電源オン制御信号に基づきスタンバイ状態から電源オン状態へ移行する
処理を行い（Ｓ１０１）、それから、表示ソースをＨＤＤレコーダ２０が接続された第１
接続部１７ａに切り替え（Ｓ１０２）、そして取得したコンテンツに応じたコンテンツ画
面を表示する（Ｓ１０３）。
【０１７８】
　よって、第３実施形態では、ＨＤＤレコーダ２０に対して電源オン操作を行った場合に
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ンツ出力装置側で主に電源操作を行うユーザに対して第３実施形態は好適に用いることが
可能となる。なお、上述した第５フローチャートの処理は、最初の段階において、テレビ
ジョン装置１０がスタンバイ状態である場合に基づき説明したが、最初の段階でテレビジ
ョン装置１０が電源オン状態になっているときは、ＨＤＤレコーダ２０側のＳ９２の段階
での出力処理では、出力する中身から電源オン制御信号を省略することができ、テレビジ
ョン装置１０側ではＳ１００の段階で切替制御信号及びコンテンツを取得したか否かを判
断することになると共に、Ｓ１０１の段階の処理（電源オン状態へ移行）を省略すること
になる。
【０１７９】
　上述した内容以外について第３実施形態は、第１又は第２実施形態と同様であり、例え
ば、第５フローチャートで示した以降の処理としてテレビジョン装置１０に対してユーザ
がソース切替操作等を行うと、上述した第１実施形態又は第２実施形態と同様の処理が行
われる。また、第３実施形態でも、上述した第１、２実施形態で説明した各種変形例の適
用が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１８０】
　本発明は、表示装置（例えば、テレビジョン装置）等に対する電源オン操作又はソース
切替操作が行われたときの状況が出力条件に合致すれば、各種コンテンツをユーザに提示
できるので、ユーザに各種情報を提供する機会を確保できるという点で好適に利用可能で
ある。
【符号の説明】
【０１８１】
　１、１００、１５０　コンテンツ表示システム
　１０　テレビジョン装置（表示装置）
　１０ａ　表示画面
　１３　赤外線処理部
　１４　制御部
　１６　操作部
　１７ａ　第１接続部
　１９　リモコン装置
　２０　ＨＤＤレコーダ（コンテンツ出力装置）
　２２　出力条件
　２３　出力終了条件
　５０～５２、１３０～１３４　コンテンツ画面
　１０１　ホームサーバ
　２０１～２０３　ウェブサーバ
　Ｐ１１　出力プログラム
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